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は
じ
め
に
　
　

　
一
五
世
紀
中
葉
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
東
西
を
結
ぶ
貿
易
路
が
、
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
陥
落
さ
せ
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
り

支
配
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
位
置
す
る
ス
ペ

イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
新
航
路
の

開
拓
に
取
り
組
み
始
め
、
航
海
事
業
を
積
極
的
に
後
援
し
て
い
た
。

一
五
四
三
年
、
火
縄
銃
を
携
え
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
明
人
・
王
直
の

船
に
乗
り
込
ん
で
種
子
島
に
到
来
、
一
五
四
九
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
イ

エ
ズ
ス
会
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ルSan Francisco Xavier

（
一
五
〇
六
〜
一
五
二
二
）
が
鹿
児
島
に
上
陸
し
た
。
こ
う
し
て
、

大
航
海
時
代
の
う
ね
り
の
な
か
で
、
黄
金
の
国
を
探
し
求
め
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
人
々
は
初
め
て
日
本
と
邂
逅
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
五
八
三
年
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
活
動
を
進
め
る
た
め
に
、

イ
タ
リ
ア
出
身
の
画
家
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
ニ
コ
ラ
オG

iovanni 
N

icolao
（
一
五
六
〇
〜
一
六
二
六
）
も
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
彼
は
長
崎
、
有
馬
、
安
土
な
ど
各
地
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
（
小
神

学
校
）
を
遍
歴
し
、
日
本
人
生
徒
に
洋
画
、
銅
版
画
の
技
法
を
伝
授

　
論
文

　
宮
内
庁
蔵
『
万
国
絵
図
屏
風
』
人
物
図
考
　

　
　

李
　
暁
　
璐
　
　

王
　
尊
　
龍
　
訳

キ
ー
ワ
ー
ド

　
大
航
海
時
代
　
南
蛮
屏
風
　
西
洋
製
地
図
　
人
物
図
　
モ
チ
ー
フ
の
出
典
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し
て
い
た
。
後
に
イ
エ
ズ
ス

教
画
派
と
呼
ば
れ
る
、
こ
う

し
た
ニ
コ
ラ
オ
の
指
導
を
受

け
て
い
た
生
徒
た
ち
の
代
表

的
な
作
品
と
し
て
、『
万
国

絵
図
屏
風
』（
宮
内
庁
三
の

丸
尚
蔵
館
蔵
、
図
１
）、『
レ

パ
ン
ト
戦
闘
図
・
世
界
地
図

屏
風
』（
香
雪
美
術
館
蔵
）、

『
四
都
図
・
世
界
図
屏
風
』（
神

戸
市
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
（
便
宜
的
に
以

下「
宮
内
庁
本
」、「
香
雪
本
」、

「
神
戸
本
」
と
記
載
）。

　
本
稿
で
検
討
の
対
象
と

す
る
宮
内
庁
本
は
、
紙
本

金
地
着
色
、
八
曲
一
双
の

屏
風
で
あ
り
、
各
隻
は
縦

一
七
八
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
横
四
六
八
・
三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

製
作
時
代
は
一
六
一
〇
〜

一
六
一
四
年
（
１
）

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
本
作
は
、
西
洋
絵
画
の
技
法
が

用
い
ら
れ
て
お
り
、
初
期
洋
風
画
の
傑
作
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
左

隻
に
は
、
上
部
に
王
侯
図
八
枚
、
下
部
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
地
図
と
そ
の

他
都
市
図
二
八
枚
が
あ
り
、
右
隻
に
四
扇
の
世
界
地
図
屏
風
が
中
央

に
置
か
れ
、
そ
の
左
右
に
各
国
ま
た
は
民
族
の
様
相
を
描
く
、
計

四
二
枚
の
人
物
図
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
物

図
に
お
い
て
、
男
女
一
人
ず
つ
が
一
組
に
描
か
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
が
、
三
人
に
一
組
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
一
枚
あ
る
。
し

か
し
、「
万
国
」
と
い
う
も
の
の
、
描
か
れ
た
の
は
具
体
的
に
ど
の

地
域
の
ど
の
民
族
な
の
か
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ
も
図
面
上
に
明
記

さ
れ
て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
宮
内
庁
本
の
原
拠
と
な
る
作
品
に
つ
い

て
は
、
既
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ギ
ュ

ン
タ
ー
・
シ
ル
ダ
ーG

ünter Schilder

氏
は
、
本
図
の
製
作
形

式
や
周
辺
装
飾
物
を
考
察
し
、
そ
の
原
本
と
な
る
作
品
を
Ｐ
・
カ
エ

リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
と
判
定
し
た
（
２
）

。
三
好
唯
義
氏
（
３
）

と
勝

盛
典
子
氏
（
４
）
は
、
上
記
シ
ル
ダ
ー
氏
の
結
論
を
援
用
し
、
Ｗ
・
ブ
ラ
ウ

一
六
〇
六
／
〇
七
年
版
世
界
地
図
の
改
訂
版
で
あ
る
Ｐ
・
カ
エ
リ
ウ

ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
は
、
先
述
し
た
三
つ
の
世
界
図
屏
風
の

原
拠
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
地
図
に
お
け
る

日
本
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
区
の
描
写
は
、
製
造
当
時
の
最
新
情
報
に

基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

 

図 1 「万国絵図屏⾵」，宮内庁三ノ丸尚蔵館所蔵（『⽇本屏⾵絵集成』より転載） 

表 1 宮内庁「万国絵図」 地図・⼈物図（三好唯義「P.カエリウス 1609 年版世界地図をめぐって」より転載） 

図１『万国絵図屏風』宮内庁三ノ丸尚蔵館所蔵
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要
す
る
に
、
こ
の
一
連
の
日
本
製
地
図
屏
風
は
、
Ｐ
・
カ
エ
リ
ウ

スPeter K
aerius

が
一
六
〇
九
年
に
製
作
し
た
壁
掛
け
世
界
地
図

か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
、
従
来
の
研
究
で
は
屏
風
の
地
図
部
分
だ
け
に
焦
点
を
当
て

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
、
王
侯
図
や
都
市
図
に

触
れ
た
論
考
は
僅
か
な
が
ら
存
在
す
る
も
の
の
、
屏
風
の
左
右
に
描

か
れ
る
人
物
図
に
関
し
て
は
、
ま
だ
十
分
な
考
察
が
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
資
料
紹
介
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
先
行

研
究
は
、
人
物
図
部
分
を
地
図
部
分
と
同
一
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、

性
質
の
異
な
る
両
部
分
は
す
べ
て
、
Ｐ
・
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年

版
世
界
地
図
、
ひ
い
て
は
広
義
の
オ
ラ
ン
ダ
製
地
図
を
典
拠
と
す
る

も
の
で
あ
る
と
、
一
概
に
判
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
日
欧
各

版
本
の
間
に
存
在
す
る
人
物
図
区
画
の
量
的
な
差
異
が
看
過
さ
れ
（
５
）

、

日
本
製
屏
風
は
前
述
二
種
類
の
オ
ラ
ン
ダ
製
地
図
の
ほ
か
に
、
何
を

基
に
描
か
れ
た
の
か
な
ど
、多
く
の
疑
問
が
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
象
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
清
水
義
明
氏
や
三
好
唯

義
氏
が
注
目
し
て
い
る
。
清
水
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
Ｗ
・
ブ
ラ
ウ

一
六
〇
六
／
〇
七
年
版
世
界
地
図
で
は
人
物
図
の
数
は
三
〇
区
画
し

か
な
い
が
、
一
六
一
九
〜
一
六
四
五
年
の
間
に
出
版
さ
れ
た
別
の
ブ

ラ
ウ
作
地
図
に
お
い
て
は
四
二
区
画
の
男
女
人
物
図
が
確
認
さ
れ
た

と
い
う
。
し
か
し
、
前
述
し
た
通
り
、
宮
内
庁
本
は
一
六
一
〇
〜

一
六
一
四
年
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
出
版
時
期
の
よ
り

遅
い
ブ
ラ
ウ
作
地
図
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、
両

者
の
典
拠
は
相
似
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
め
な
い
だ

ろ
う
。

　
三
好
氏
は
、
宮
内
庁
と
Ｐ
・
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地

図
の
人
物
図
と
比
較
し
、
後
者
は
前
者
に
と
っ
て
絶
対
必
要
条
件
で

は
あ
る
が
十
分
条
件
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
６
）
。〈
表
１
〉
で
示
し

て
い
る
よ
う
に
、
宮
内
庁
本
の
四
二
区
画
の
人
物
図
の
内
、
二
五
区

画
は
オ
ラ
ン
ダ
製
原
本
か
ら
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
一
七
区
画
は
別
の
資
料
に
因
っ
て
お
り
、

一
三
区
画
の
モ
デ
ル
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
基
本
的
に
三

好
氏
の
指
摘
に
同
意
す
る
が
、
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
は
ま
だ
検

討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、〈
表
１
〉
に
あ
る
「
イ

ス
パ
ニ
ア
」
と
さ
れ
る
人
物
図
は
、
香
雪
本
な
ら
び
に
神
戸
本
の
そ

れ
と
一
致
し
て
い
る
が
、
Ｐ
・
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地

図
の
ス
ペ
イ
ン
人
物
図
と
は
明
ら
か
に
表
現
上
の
差
異
が
存
在
す

る
。
ま
た
、
左
扇
の
「
北
極
付
近
に
並
ぶ
人
物
」
と
名
付
け
ら
れ
て

い
る
人
物
図
に
関
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
地
域
の
人
物
を
指
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
は
、三
好
氏
は
明
確
に
示
し
て
い
な
い
。
そ
の
ほ
か
、

「
日
本
」
と
「
中
国
」
人
物
図
は
Ｐ.

カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版

世
界
地
図
と
違
う
描
き
方
を
し
て
い
る
こ
と
や
、
こ
の
時
期
の
西
洋

製
地
図
に
な
い
「
朝
鮮
」
人
物
図
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

宮
内
庁
本
に
は
、
日
本
人
絵
師
自
身
の
知
識
や
経
験
に
基
づ
い
て
制
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作
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
宮
内
庁
本
の
四
二
区
画
の
人
物
図
に
お

い
て
、
一
八
区
画
の
典
拠
な
ら
び
に
一
四
区
画
の
モ
デ
ル

は
未
だ
に
特
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
各
区
画
で
描
か
れ
た
人
物
の
モ
デ
ル

と
図
像
的
源
泉
を
考
察
し
た
上
で
、そ
れ
ぞ
れ
「
中
国
」、「
日

本
」、「
朝
鮮
」
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
き
た
人
物
図

に
着
目
し
、
そ
の
表
現
内
容
を
再
検
討
す
る
。
こ
の
検
討

を
通
じ
て
、
日
本
で
生
ま
れ
た
新
た
な
「
南
蛮
趣
味
」
の

人
物
図
か
ら
、
最
初
に
西
洋
絵
画
の
影
響
を
受
け
て
い
た

絵
師
た
ち
の
知
の
様
相
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

 

一
　
日
本
に
お
け
る
西
洋
図
像
の
借
用
と
再
創
造

　
宮
内
庁
本
に
お
け
る
典
拠
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
一
八

区
画
の
人
物
図
に
つ
い
て
、
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
そ

の
図
像
的
源
泉
と
な
る
作
品
群
は
、
⑴
Ｐ
・
カ
エ
リ
ウ
ス

一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
、
⑵
一
七
世
紀
に
ブ
ラ
ウ
、
カ

エ
リ
ウ
ス
、
そ
し
て
ホ
ン
デ
ィ
ウ
スJodocus H

ondius

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
地
域
地
図
・
世
界
地
図
に
現
れ
た

人
物
図
、
お
よ
び
当
時
の
服
飾
書
、
都
市
図
な
ど
そ
の
他

の
資
料
と
い
う
二
つ
の
部
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

図 1 「万国絵図屏⾵」，宮内庁三ノ丸尚蔵館所蔵（『⽇本屏⾵絵集成』より転載） 

表 1 宮内庁「万国絵図」 地図・⼈物図（三好唯義「P.カエリウス 1609 年版世界地図をめぐって」より転載） 〈表１〉宮内庁『万国絵図』地図・人物図（三好唯義「Ｐ．カエリウス 1609 年版世界地図をめぐって」より転載）
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そ
こ
で
、
ま
ず
Ｐ
・
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
を
典
拠

と
し
た
図
像
か
ら
考
察
を
始
め
よ
う
。

⒈
　
Ｐ
・
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
の
借
用
と
再
創
造

　
Ｐ
・
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
（
以
下
、
カ
エ
リ
ウ

ス
地
図
）
の
周
縁
に
描
か
れ
た
装
飾
的
部
分
は
、
宮
内
庁
本
に
お
け

る
人
物
図
の
主
な
図
像
的
源

泉
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
前

述
し
た
通
り
、
本
地
図
の
原

本
は
す
で
に
逸
失
し
て
い
る

が
、
Ｗ
・
ブ
ラ
ウ
一
六
〇
六

／
〇
七
年
版
世
界
地
図
（
以

下
、
ブ
ラ
ウ
地
図
）
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
多

く
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て

確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
残
念
な
が
ら
、
も
と
と
な

る
ブ
ラ
ウ
地
図
で
さ
え
、
第

二
次
世
界
大
戦
の
時
に
焼
失

し
、
現
存
す
る
の
は
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
所
蔵

の
写
真
版
だ
け
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
写
真
版
は
大
型
壁

掛
け
地
図
で
あ
る
原
作
を
九

×
一
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
７
）
に
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凝
縮
し
て
い
る
た
め
、

人
物
図
部
分
に
は
不

鮮
明
な
輪
郭
し
か
認

識
で
き
な
い
。

　
こ
う
し
た
状
況

は
、
宮
内
庁
本
に
関

す
る
研
究
に
も
支
障

を
及
ぼ
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
例
え
ば
、

カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
の
下
側
に
、「H

ABITU
 CIVIU

M
 O

RBIS 
CAYRO

（
カ
イ
ロ
市
民
の
服
飾
）」
と
題
す
る
人
物
図
が
あ
る
（
図

2
）。
同
じ
図
像
は
そ
の
ま
ま
宮
内
庁
本
（R
-6

）
に
も
用
い
ら
れ

た
も
の
の
、
写
真
版
が
ぼ
や
け
て
い
る
た
め
か
、
本
図
に
つ
い
て
従

来
の
研
究
で
は
モ
デ
ル
、
お
よ
び
典
拠
は
不
明
と
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
本
稿
で
は
後
の
分
析
で
、
ブ
ラ
ウ
地
図
の
写
真
版
、
な
ら
び

に
画
面
が
よ
り
鮮
明
で
認
識
し
や
す
い
当
該
地
図
の
模
写
版
と
さ
れ

る
作
品
を
と
も
に
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
と
宮
内

庁
版
人
物
図
と
の
関
連
性
を
説
明
し
て
い
く
（
８
）
。

　
宮
内
庁
本 R
-6

と
同
じ
よ
う
な
状
況
はR

-18

の
識
別
に
お
い
て

も
見
ら
れ
る
。
同
図
の
右
側
で
は
、
左
手
を
体
の
前
に
置
き
、
右
手

で
マ
ン
ト
を
掴
ん
で
い
る
男
性
が
、
縁
に
毛
皮
が
つ
い
た
帽
子
、
マ

ン
ト
と
同
色
の
肩
掛
け
、
ベ
ル
ト
で
締
め
付
け
ら
れ
た
服
に
身
を
包

ん
で
い
る
。
彼
の
傍
に
は
、
ふ
ち
に
毛
皮
飾
り
の
コ
ー
ト
、
短
め
の

肩
掛
け
、
そ
し
て
白
い
襞
襟
を
着
用
し
て
い
る
女
性
が
立
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
姿
の
人
物
は
、
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
に
出
現
す
る

「PO
LO

N
I PO

LEN

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
）」（
図
3
）
と
類
似
し
て

い
る
。
し
か
し
、
解
像
度
の
関
係
上
、R

-18

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
物

図
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎
重
な
確
認
が
必
要

に
な
る
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
カ
エ
リ
ウ
ス
地

図
、
そ
し
て
ブ
ラ
ウ
地
図
と
同
じ
図
像
源
を
持
つ
ク
ラ
ー
ス
・
ヤ
ン

ス
・
フ
ィ
ッ
セ
ルClaes Jansz Visscher

一
六
一
四
年
版
世
界

地
図
で
あ
る
（
９
）
。
筆
者
は
、当
該
地
図
に
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
物
図（
図

４
）
を
宮
内
庁
本R

-18

と
比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
両
者
に
は
相

違
点
が
存
在
す
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
同
じ
様
式
の
服
装
を
し
て
お

り
、
特
に
女
性
の
手
の
動
き
の
描
き
方
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
、R

-18
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
表
す
人
物
図
区
画
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
。
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宮
内
庁
蔵
『
万
国
絵
図
屏
風
』
人
物
図
考
（
李
）　

前
述
し
た
二
例

は
、
原
本
た
る
カ

エ
リ
ウ
ス
地
図
に

あ
る
男
女
二
人
一

組
の
人
物
図
を
基

に
、
い
さ
さ
か
の

改
変
を
加
え
て
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
原
本
の
人
物
図
は

す
べ
て
一
人
の
男
性
と
一
人
の
女
性
と
い
う
組
み
合
わ
せ
と
は
限
ら

な
い
。
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
宮
内
庁
本
のL

-13

に
描
か
れ
て
い

る
二
人
は
、
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
の
「CAFRES ET IN

SU
LAE S. 

LAU
REN

TII IN
CO

LAE

（
カ
フ
レ
と
Ｓ
・
ロ
ー
レ
ン
テ
ィ
ー
島

の
住
人
）」
と
題
す
る
図
（
図
５
）
の
左
側
に
あ
る
二
人
に
対
応
す
る

と
い
う
。
そ
の
た
め
三
好
氏
は
、L-13

は
「
カ
フ
レ
島
」
を
表
す
も

の
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
一
方
で
、L-13

の
右
側
に
位
置
す
る

L-14

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
モ
デ
ル
不
明
と
さ
れ
て
き
た
が
、
図
５

の
右
側
に
い
る
二
人
（
Ｓ
・
ロ
ー
レ
ン
テ
ィ
ー
島
の
住
人
）
と
比
較

す
る
と
、
後
者
の
女
性
（
右
か
ら
二
人
目
）
が
左
右
の
人
に
遮
ら
れ

て
い
る
た
め
細
部
の
表
現
は
不
明
瞭
で
あ
る
も
の
の
、
男
性
（
右
か

ら
一
人
目
）
の
左
肘
を
曲
げ
る
角
度
、
特
徴
的
な
盾
、
そ
し
て
腰
布

の
結
び
方
と
余
っ
た
布
の
垂
れ
方
の
描
写
は
、
宮
内
庁
本L-14

の
そ

れ
と
酷
似
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、L-14

に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

「
Ｓ
・
ロ
ー
レ
ン
テ
ィ
ー
島
」
を
表
す
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
複
数
の
民
族
が
ま
と
め
て
描
か
れ
る
西
洋
地
図
の
人
物

図
区
画
を
分
割
し
、一
区
画
一
民
族
の
よ
う
に
再
構
築
す
る
手
法
は
、

宮
内
庁
本
に
お
い
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
参
考
と
な

る
図
像
は
、
必
ず
し
も
図
５
の
よ
う
に
一
区
画
の
中
で
、
異
な
る
民

族
の
男
女
が
ち
ょ
う
ど
二
人
ず
つ
描
か
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

比
率
か
ら
言
え
ば
、
最
も
多
い
の
が
三
人
一
区
画
で
あ
る
。
こ
の
場

合
は
、
図
5
の
四
人
→
①L

-13

の
二
人
、
②L

-14

の
二
人
の
よ
う

に
、
民
族
ご
と
に
均
等
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
屏
風
の

絵
師
自
身
に
よ
る
「
再
創
造
」
が
必
要
と
な
る
。

　
例
え
ば
、
宮
内
庁
本
のL

-17

に
は
、
マ
ン
ト
を
羽
織
る
人
物
が

描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
服
装
上
の
特
徴
は
、
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
の

「PR
O

M
O

N
TO

R
II B

O
N

A
E

 SPE
I E

T C
O

N
G

O
 PO

PU
LI

（
喜
望
峰
と
コ
ン
ゴ
の
民
）」（
図
６
）
の
右
側
の
一
人
に
も
見
ら
れ

る
。
お
そ
ら

くL
-17

は
、

図
６
の
マ
ン

ト
姿
の
男
性

を
手
本
に
し

て
、
同
じ
よ

う
な
服
装
の

女
性
を
付
け

加
え
た
も
の

図5　「CAFRES ET INSULAE 
S. LAURENTII INCOLAE

（カフレと S. ローレンティー
島の住人）」，ホンディウス
一六二四年版世界地図（W.ブ
ラウ一六〇五年版世界地図）
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史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

で
あ
ろ
う
。

　
一
方
で
、同
じ
図
６
で
あ
る
が
、左
側
の
長
い
腰
布
だ
け
を
ま
と
っ

て
い
る
半
裸
の
男
女
は
、
モ
デ
ル
不
明
と
さ
れ
て
き
たL

-18

の
二

人
と
ほ
ぼ
同
様
の
姿
態
と
服
装
を
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
変
更
点

と
し
て
、
女
性
の
髪
が
短
髪
か
ら
長
髪
に
変
え
ら
れ
た
と
い
う
点
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
屏
風
の
絵
師
が
図
像
を
再
創
造
す
る
と
き

に
よ
く
使
う
技
法
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
三
好
氏
は
、
宮
内
庁
本

L
-17

の
二
人
は
「
コ
ン
ゴ
」
を
表
す
人
物
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、L

-18

に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、「
喜
望
峰
」
の
人
物
で

あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
再
構
築
の
技
法
が
応
用
さ
れ
た
例
は
他
に
も
い
く
つ

か
見
出
さ
れ
る
。
宮
内
庁
本L

-4

は
、
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
に
あ
る

「M
AG

ELLAN
ICI FRETI ACCO

LAE

（
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
の
近

く
に
住
む
人
）」（
図
７
）
と
題
す
る
人
物
図
を
典
拠
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
左
側
に
い
る
二
人
の
体
勢
と
装
束
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま

写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
図
７
の
左
端
に
描
か
れ
て
い

る
人
物
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
実

は
こ
の
図
像
は
宮
内
庁
本
のL

-20

と
対
応
し
て
い
る
。L

-20

は
こ

の
男
性
の
描
写
を
継
承
し
た
上
で
、
女
性
図
を
追
加
し
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
人
物
が
羽
根
で
作
ら
れ
た
冠
と
下
着
を
身
に
つ

け
て
い
る
点
や
、
弓
を
持
っ
て
い
る
男
性
が
左
上
に
頭
を
向
け
て
い

る
姿
か
ら
、
両
者
の
共
通

性
が
認
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
モ
デ
ル
と
な

る
人
物
の
所
属
地
域
に

つ
い
て
、
三
好
氏
はL

-4

が
「
マ
ガ
ラ
ニ
カ
」
を
表

す
図
像
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
マ
ガ
ラ
ニ
カ

M
A

G
E

L
L

A
N

IC
A

と

は
、
南
極
中
心
と
想
定
さ

れ
た
仮
説
上
の
大
陸
で
あ

り
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師

マ
テ
オ
リ
ッ
チM

atteo 
R

icci

が
制
作
し
た
世
界

地
図
や
、
江
戸
時
代
の
日

本
で
出
版
さ
れ
た
地
図
作

品
な
ど
に
お
い
て
は
、
南

極
大
陸
に
相
当
す
る
部
分

に
「
墨
瓦
蝋
泥
加
」
と
い

う
漢
訳
で
記
載
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
、
図

７
の
ラ
テ
ン
語
タ
イ
ト
ル
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ad Fretum Magall（ マゼラン
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宮
内
庁
蔵
『
万
国
絵
図
屏
風
』
人
物
図
考
（
李
）

を
見
る
と
、M

AG
ELLAN

ICI FRETI

は
単
に
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡

を
意
味
し
て
お
り
、
マ
ガ
ラ
ニ
カM

AG
ELLAN

ICA

と
は
異
な

る
表
現
な
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
同
じ
く
図
７
を
原
本
と
す
るL

-4

とL
-20

は
、
そ
れ
ぞ

れ
ど
の
地
域
の
人
物
を
描
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図

よ
り
出
版
時
期
の
早
い
Ｗ
・
ブ
ラ
ウ
一
六
〇
八
／
二
八
年
版
ア
メ
リ

カ
大
陸
地
図
で
は
、
図
７
の
三
人
組
は
二
枚
の
独
立
し
た
人
物
図
と

し
て
出
現
し
て
い
る
（
図
８
、
図
９
）。
双
方
の
構
図
は
図
７
と
異

な
る
も
の
の
、
人
物
の
体
勢
や
衣
装
に
関
す
る
基
本
的
な
モ
チ
ー
フ

は
共
通
し
て
お
り
、
タ
イ
ト
ル
に
お
い
て
も
共
に
「
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡

の
近
く
」
と
い
う
文
言
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
物
図
の
分

割
・
合
成
の
技
法
は
、
宮
内
庁
本L

-4

、L
-20
の
作
成
に
用
い
ら

れ
る
も
の
と
同
じ
原
理
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
図
７
の
左
端
の
男
性

と
対
応
す
る
図
９
の
タ
イ
ト
ル
は
、「ICO

N
ES PATAG

O
N

VM
, 

ad Fretum
 M

agall

（
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
の
近
く
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
人

の
画
像
）」
で
あ
り
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
地
方
の
人
と
い
う
さ
ら
に
詳
細

な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
宮
内
庁
本L

-4

と

L
-20

は
そ
れ
ぞ
れ
、
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
の
近
く
に
住
む
人
と
バ
タ
ゴ

ニ
ア
地
方
の
人
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
ト
ル
コ
人
物
図
と
み
な
さ
れ
て
い
る
宮
内
庁

本
のR

-7

に
つ
い
て
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
人
の
服
装

と
姿
勢
か
ら
見
れ
ば
、
本
図
は
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
に
あ
る

「ARABES ET TU
RCA

（
ア
ラ
ブ
人
と
ト
ル
コ
人
）」（
図

10
）
の
右
側
の
男
女
二
人
を
典
拠
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
残
り
の
一
人
の
「
ア
ラ
ブ
人
」
に

つ
い
て
、
そ
の
服
装
上
の
特
徴
、
例
え
ば
羽
毛
飾
り
付
き
の

帽
子
、
身
に
つ
け
て
い
る
長
い
マ
ン
ト
な
ど
は
、
宮
内
庁
本

R
-13

の
男
性
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
宮
内
庁
本R

-13

と
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史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

R
-7

に
現
れ
る
女
性
を
比
較
す
る
と
、
両
者
は
鏡
像
の
よ
う
に
左
右

の
向
き
は
違
う
も
の
の
、
衣
装
と
体
勢
の
表
現
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し

て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
屏
風
の
絵
師
が
三
人
し
か
描
か
れ
て

い
な
い
図
10
を
二
つ
の
区
画
に
再
構
築
す
る
と
き
、
同
じ
女
性
図
を

二
箇
所
に
適
用
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
男
性
が
髭
面
か

ら
髭
無
し
の
容
姿
に
な
っ
た
こ
と
や
、
女
性
の
ド
レ
ス
の
柄
が
変

わ
っ
た
こ
と
な
ど
、
い
さ
さ
か
の
改
変
は
な
さ
れ
た
が
、
宮
内
庁
本

R
-13

とR
-7

は
と
も
に
図
10
を
原
本
と
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、R

-13
は
「
ア
ラ
ブ
」
を
表
す
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
推
論
は
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
一
六
〇
八
年

版
世
界
地
図
に
あ
る
ア
ラ
ブ
人
物
図
（
図
11
）
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
再
創
造
」
の
手
法
、
す
な
わ
ち
、
三
人
一
組
の

人
物
図
を
二
人
二
組
に
描
き
換
え
る
こ
と
に
あ
た
り
、
原
本
の
女

性
図
を
二
次
利
用
し
、
両
方
の
男
性
図
に
付
け
加
え
る
と
い
う

手
法
は
、
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
の
な
か
に
あ
る
「BAN

D
AE ET 

M
O

LU
C

CARU
M

 IN
CO

LAE/IAVAN
I

（
バ
ン
ダ
と
モ
ル
ッ

カ
の
住
人
／
ジ
ャ
ワ
人
）」（
図
12
）
と
い
う
人
物
図
に
も
あ
る
。
こ

の
図
像
に
あ
る
二
人
の
男
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
宮
内
庁
本
のL

-1

と

L
-2

の
な
か
の
男
性
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
右
側
の
女

性
は
、
図
６
の
例
と
同
じ
手
法
で
再
加
工
を
施
さ
れ
た
上
で
、L

-1

とL
-2

に
配
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
図
像
の
モ
デ
ル
に

つ
い
て
、
三
好
氏
はL

-2

を
「
バ
ン
ダ
と
モ
ル
ッ
カ
諸
島
」
と
名
付

け
た
が
、L
-1

に
つ
い
て
は
明
確
な
意
見
を
述
べ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
前
文
に
挙
げ
た
例
が
示
し
て
い
る
通
り
、
宮
内
庁
本
の
人
物
図

は
、
基
本
的
に
一
区
画
一
民
族
の
形
で
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、L

-2

は
バ
ン
ダ
・
モ
ル
ッ
カ
諸
島
両
地
域
を
表
す
も
の
で
あ
る

と
い
う
判
断
に
つ
い
て
、
疑
問
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、L

-1

とL
-2

は
果
た
し
て
ど
こ
の
ど
の
民
族
を
指
し

て
い
る
の
か
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
図
12
の
三

人
が
最
初
に
登
場
す
る
地
図
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
筆
者
の
調
査

に
よ
り
、
図
12
に
お
け
る
人
物
の
モ
チ
ー
フ
が
載
せ
ら
れ
て
い
る

現
存
最
古
の
地
図
は
、
一
六
〇
〇
年
に
コ
ル
ネ
リ
ス
・
ク
ラ
ー
ス
・

フ
ァ
ン
・
ウ
ィ
ー
リ
ン
ゲ
ンCornelis C

laesz van W
ieringen

が
出
版
し
た
『
第
二
次
東
イ
ン
ド
諸
島
航
海
図
（O

verview
 m

ap 
w

ith the route taken by the second Voyage[1598-1600]
to the E

ast Indies

）』
で
あ
る
と
判
明
し
た
。
こ
の
地
図
の
右
上

の
装
飾
的
部
分
（
図
13
）
に
、
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
属
す
る
テ

ル
ナ
テ
（Ternate

）、
バ
ン
ダ
（B

anda

）、
そ
し
て
ア
ン
ボ
イ
ナ

（Am
boyna

）
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
バ
ン
ダ

島
の
軍
人
」（M

ilites insulae Bandae

）
を
表
す
人
物
（
上
の

右
か
ら
二
人
目
）
は
、
宮
内
庁
本L

-1

に
描
か
れ
て
い
る
男
性
と
比

べ
れ
ば
、
体
勢
に
お
い
て
は
区
別
が
あ
る
も
の
の
、
服
装
上
の
特
徴
、

例
え
ば
袖
の
広
い
上
着
、
頭
部
を
包
む
布
帛
、
ま
た
は
武
器
と
し
て
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宮
内
庁
蔵
『
万
国
絵
図
屏
風
』
人
物
図
考
（
李
）

の
盾
と
刃
物
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
好
氏
に
「
バ
ン

ダ
と
モ
ル
ッ
カ
諸
島
」
と
名
付
け
ら
れ
た
宮
内
庁
本L

-1

に
あ
る
男

性
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
的
な
帽
子
は
、
図
13
の
中
の
バ
ン
ダ
人
よ

り
、「AM

BO
YN

A

（
ア
ン
ボ
イ
ナ
）」
を
表
す
人
物
（
下
の
右
か

ら
一
人
目
）
と
相
似
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
確

か
に
宮
内
庁
本L

-1

とL
-2

の
直
接
的
な
図
像
源
は
カ
エ
リ
ウ
ス
地

図
（
同
ブ
ラ
ウ
地
図
）
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
図
像
が
代
表
す
る

地
域
に
つ
い
て
、「
バ
ン
ダ
」
と
「
ア
ン
ボ
イ
ナ
」
と
認
識
す
る
の

が
よ
り
的
確
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
上
記
の
よ
う
に
、
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
の
周
縁
に
位
置
す
る
装
飾
的

部
分
か
ら
図
像
を
借
用
す
る
こ
と
は
、
宮
内
庁
本
に
お
い
て
最
も
多

い
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
一
方
で
、
地
図
本
体
で
も
い
く
つ
か
の
人
物

画
が
点
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
図
像
も
、
屏
風
の
絵
師
に
典
拠
と

さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
モ
デ
ル
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
宮
内
庁
本

L
-6

の
人
物
に
つ
い
て
、
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
の
上
部
に
描
か
れ
て
い

る
一
列
の
人
物
（
図
14
）
の
左
端
に
あ
る
二
人
は
、
衣
服
な
い
し
体

勢
の
表
現
は
、L

-6

と
高
い
類
似
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

L
-6

は
図
14
の
借
用
と
み
な
す
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
図
14
の
左
か
ら
三
、四
人
目
の
表
現
で

あ
る
。
新
大
陸
の
発
見
に
と
も
な
い
、
様
々
な
旅
行
記
に
お
け
る
先

住
民
に
関
す
る
描
写
が
地
図
製
造
者
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
典
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
羽
根
で
作
ら
れ
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史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

た
冠
と
下
着
を
身

に
つ
け
て
い
る
姿

も
、
こ
の
時
期
の

地
図
作
品
に
頻
出

し
て
い
た
。
と
も

に
羽
根
の
冠
と
下

着
を
着
用
し
て
い

る
こ
の
二
人
は
、

一
人
は
手
を
高
く

挙
げ
て
お
り
、
も

う
一
人
は
左
手
に

弓
、
右
手
に
矢
を

持
ち
合
わ
せ
て
、

左
の
人
に
目
を
向

け
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
表
現
は
、

宮
内
庁
本L

-5
の

人
物
図
と
ほ
ぼ
一

致
し
て
い
る
。
若

干
の
相
違
点
と
し

て
、
図
14
の
左
か

ら
三
人
目
の
頭
部

お
よ
び
、
武
具
と
思
わ
れ
る
物
を
持
つ
手
の
描
き
方
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
屏
風
の
絵
師
が
図
14
の
左
か
ら
二
人

目
の
体
勢
を
繰
り
返
し
使
用
し
た
結
果
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
図
14
の
左
か
ら
五
人
目
に
立
つ
片
方
の
手
で
弓
を
持

ち
、
も
う
片
方
の
手
で
矢
を
持
っ
て
い
る
男
性
が
描
か
れ
て
い
る
。

頸
部
に
あ
た
る
部
分
が
な
く
、
頭
部
と
胴
体
が
直
接
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
の
男
性
は
、
同
地
図
に
お
い
て
他
に
類
を
見
な
い
特
異
な
存

在
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
宮
内
庁
本L

-8

に

は
、
上
記
の
男
性
と
同
じ
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
人
物
が
描
か
れ
て
い

る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
に
出
現
す
る
無
頸
人

は
こ
の
男
性
し
か
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
宮
内
庁
本
の
絵
師
はL

-8

を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
全
体
の
統
一
感
を
意
識
し
つ
つ
、
こ
の
男
性

図
を
参
考
し
て
新
た
な
女
性
図
を
創
作
し
追
加
し
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
に
記
さ
れ
て
い
る
説
明
文
に
よ

る
と
、
図
14
の
人
物
画
は
、
左
か
ら
フ
ロ
リ
ダ
原
住
民
（Florida 

Indigenae

）、

食

人

王
（C

anibalum
 regis

）Tarizichi

、

ト
ゥ
ピ
ナ
ン
バ
部
族
（Tououpinam

baultiorum

）
の
統
治
者

Q
uoniam

bec

、
ギ
ア
ナ
州
（G

uiana provincia

）
の
無
頭
人
を

表
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
宮
内
庁
本
の
上
記
の
図
像
と
対
応
す

る
諸
区
画
の
モ
デ
ル
も
明
ら
か
に
な
る
。

　
最
後
に
、
宮
内
庁
本R

-12

、R
-14

、L
-9

の
モ
デ
ル
と
な
る
民

族
と
地
域
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
一
男
一
女
の
組
み
合
わ
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宮
内
庁
蔵
『
万
国
絵
図
屏
風
』
人
物
図
考
（
李
）

せ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
図
像
は
、
す
べ
て
カ
エ
リ
ウ
ス
地

図
か
ら
そ
の
一
部
を
継
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
本
の

タ
イ
ト
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
「SAM

O
IED

AE ET TARTARI

（
サ
モ

エ
ー
ド
人
と
タ
タ
ー
ル
人
）」、「CH

ILEN
SES ET PERU

IAN
I

（
チ
リ
人
と
ペ
ル
ー
人
）」、「PERSAE ET ARM

EN
II

（
ペ
ル
シ

ア
人
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
）」
と
な
っ
て
お
り
、
一
区
画
の
中
で
複
数

の
民
族
が
三
人
以
上
の
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
原
本
と

対
応
す
る
宮
内
庁
本
の
区
画
は
具
体
的
に
ど
の
民
族
を
指
し
て
い
る

か
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
同
じ
く
一
区
画
一
民

族
の
図
式
を
採
用
し
て
い
る
香
雪
本
（
図
15
）
と
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス

一
六
〇
八
年
世
界
地
図
（
図
16
、17
）
を
上
記
三
区
画
と
照
合
し
た
。

そ
の
結
果
、R
-12

、R
-14

、L
-9

は
そ
れ
ぞ
れ
タ
タ
ー
ル
人
、
チ
リ

人
、
ペ
ル
シ
ア
人
を
代
表
す
る
人
物
図
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
の
分
析
か
ら
、
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
を
参
考
に
し
て
、
宮
内
庁

本
の
人
物
図
区
画
を
制
作
し
た
日
本
人
絵
師
は
、
同
地
図
の
周
縁
部

に
位
置
付
け
ら
れ
る
装
飾
的
な
人
物
図
だ
け
で
な
く
、
本
体
部
分
に

散
見
す
る
人
物
画
も
借
用
の
対
象
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

し
て
、
こ
こ
に
お
い
て
の
借
用
は
、
単
純
な
複
製
と
異
な
り
、
一
種

の
再
創
造
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
再
創
造
を
行
う
際
に
用
い
ら
れ

て
い
た
手
法
と
し
て
、
主
に
⑴
基
本
的
に
原
本
の
表
現
を
そ
の
ま
ま

維
持
す
る
が
、
細
部
の
改
変
（
髪
の
長
短
な
ど
）
だ
け
を
行
う
、
⑵

三
人
組
か
ら
一
人
を
減
ら
し
て
男
女
二
人
一
区
画
に
す
る
、
⑶
四
人

組
を
二
つ
の
区
画
に
組
み
替
え
る
、
⑷
、
三
人
組
の
な
か
の
女
性
図

を
二
次
利
用
し
、
両
方
の
男
性
図
に
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

二
人
二
区
画
に
再
構
築
す
る
、
⑸
地
図
本
体
に
描
か
れ
て
い
る
単
体

の
人
物
画
を
基
に
、
新
し
い
画
像
を
作
成
し
、
男
女
二
人
一
区
画
の

形
で
組
み
合
わ
せ
る（
ガ
イ
ア
ナ
無
頸
人
、マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
人
の
例
）、

以
上
五
点
が
見
受
け
ら
れ
た
。

 

図 15 「たるたありやの⼈」⾹雪
美術館特別展『交流の軌跡：初期
洋⾵画から輸出漆器まで』図録よ
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図 16 「CHILENSES（チリ⼈）」，ホ
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史
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⒉ 
一
七
世
紀
に
出
版
さ
れ
た
そ
の
他
の
地
図
、
版
画
の
借
用
と
再

創
造

　
こ
こ
ま
で
、
宮
内
庁
本
の
人
物
図
区
画
に
お
け
る
Ｐ
・
カ
エ
リ
ウ

ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
の
借
用
と
再
創
造
に
つ
い
て
分
析
し
て

き
た
。
し
か
し
一
方
で
、
宮
内
庁
本
の
絵
師
が
人
物
図
区
画
を
描
く

に
あ
た
っ
て
参
考
し
た
資
料
は
、
上
記
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
以
外
に
も

多
数
存
在
す
る
。

　
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
一
七
世
紀
初
頭
に
Ｐ
・
カ
エ
リ
ウ
ス
に

よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
一
連
の
地
域
地
図
で
あ
る
。前
述
し
た
よ
う
に
、

宮
内
庁
本
を
含
む
地
図
屏
風
は
、
日
本
に
舶
載
さ
れ
て
き
た
オ
ラ
ン

ダ
製
地
図
を
重
要
な
典
拠
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
世
界
各
地
の

様
々
な
民
族
が
描
か
れ
て
い
る
宮
内
庁
本
で
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
を

表
す
区
画
は
未
だ
に
判
明
し
て
い
な
い
。
同
屏
風
に
お
け
る
人
物
図

区
画
の
配
列
と
し
て
、
左
端
の
扇
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
、
東
イ
ン
ド
諸

島
の
先
住
民
族
、
右
端
の
扇
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
東
、
東
ア
ジ
ア
の

諸
民
族
、
と
い
う
構
成
が
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
右
端
の
扇
の

モ
デ
ル
、
典
拠
が
不
明
な
図
表
に
お
い
て
、
も
し
も
オ
ラ
ン
ダ
を
表

す
区
画
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
衣
服
と
い
う
観
点
で
最
も
オ
ラ
ン
ダ

人
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
の
はR

-1

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
宮
内
庁
本
に
大
部
分
の
人
物
図
を
借
用
さ
れ
た
カ
エ

リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
を
調
べ
た
限
り
、R

-1

と
相
似

性
を
有
す
る
図
像
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
地
図
に
唯
一
オ
ラ

ン
ダ
と
関
わ
り
が
あ

る
の
は
、「BELG

AE 
N

E
E

R
L

A
N

D
E

R
S

（
ベ
ル
ギ
ー
ネ
ー
デ
ル

ラ
ン
ド
人
）」
と
題
す

る
画
像
だ
け
で
あ
る

（
図
18
）。
こ
の
ベ
ル

ギ
ー
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン

地
域
に
生
活
す
る
オ

ラ
ン
ダ
語
を
話
す
集

団
、
フ
ラ
マ
ン
人
を
表

す
図
像
に
つ
い
て
、
同

じ
も
の
は
Ｗ
・
ブ
ラ
ウ

一
六
〇
五
年
版
世
界
地

図
に
も
載
せ
ら
れ
て
い

る
た
め
（
図
19
）、
後

者
か
ら
の
借
用
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
、
図
18
、
19
は

宮
内
庁
本R

-1

と
比

べ
れ
ば
、
人
物
の
体
勢

と
衣
装
が
異
な
っ
て
お
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宮
内
庁
蔵
『
万
国
絵
図
屏
風
』
人
物
図
考
（
李
）

り
、
特
に
女
性
の
頭
飾
り
に
つ
い
て
、
両
者
の
間
に
大
き
な
差
異
が

存
在
す
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
筆
者
は
カ
エ
リ
ウ
ス
が
同
時

期
に
出
版
し
た
他
の
地
図
作
品
を
網
羅
的
に
調
査
し
た
。そ
の
結
果
、

一
六
〇
七
年
に
出
版
さ
れ
た
地
域
地
図
、『
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
一
七

州
壁
掛
け
地
図
』
の
中
で
、
宮
内
庁
本R

-1

と
高
い
類
似
性
を
持

つ
人
物
図
を
発
見
し
た（
図
20
）。「H

O
LLAN

D
I

（
ホ
ラ
ン
ト
人
）」

と
題
す
る
こ
の
図
像
は
、
人
物
の
姿
勢
だ
け
で
は
な
く
、
服
装
の
様

式
もR

-1

と
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
七

年
版
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
一
七
州
地
図
も
、
宮
内
庁
本
の
一
つ
の
図
像

的
源
泉
で
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
以
上
の
こ
と
よ
り
、
宮
内
庁

本
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
を
表
す
人
物
図
区
画
はR

-1

で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
材
料
の
選

択
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
（
ホ
ラ
ン
ト
）
と
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
、
そ
し
て
広

義
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
を
区
別
し
て
捉
え
る
と
い
う
考
え
方
を
、
当

時
の
日
本
人
絵
師
が
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
、
地
域
地
図
を
含
む
複
数
の
資
料
を
典
拠
と
し
、
様
々
な
要

素
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
宮
内

庁
本R

-21

に
お
い
て
、
左
側
で
は
、
頭
上
に
二
つ
の
髻
を
結
っ
て

お
り
、
真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
襟
元
が
広
く
開
い
た
ド
レ
ス
を
身
に

纏
っ
て
い
る
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
女
性
は
、
白
色
の
ハ
ン
カ
チ

と
「
フ
ェ
ザ
ー
フ
ァ
ン
（
羽
根
の
扇
子
）」
を
手
に
し
て
、
顔
を
斜

め
前
に
向
け
、
右
側
に
い
る
男
性
と
会
話
し
て
い
る
よ
う
な
姿
勢
を

と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
装
束
の
人
物
は
、
カ
エ
リ
ウ
ス

一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
に
出
現
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、

一
六
〇
六
年
に
Ｗ
・
ブ
ラ
ウ
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
地
図

で
は
、
類
似
す
る
図
像
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
図
21
は
、
当
該
地
図

か
ら
切
り
取
っ
た
も
の
で
、
も
と
も
と
は
地
図
の
左
右
両
側
に
そ
れ

ぞ
れ
配
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
人
物
図
の
配
置
方
法
は
、
ホ
ン

デ
ィ
ウ
ス
が
一
五
九
〇
年
代
に
制
作
し
た
一
連
の
地
域
地
図
が
そ
の

発
端
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。
例
え
ば
、
彼
の
一
五
九
〇
年
版

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
図
、
一
五
九
〇
年
版
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
一
七
州
、

一
五
九
一
年
版
フ
ラ
ン
ス
地
図
は
、
と
も
に
個
別
の
男
女
人
物
図
を

地
図
両
側
の
装
飾
的
な
部
分
に
配
列
し
て
い
る
。
先
述
し
た
Ｗ
・
ブ

ラ
ウ
製
イ
タ
リ
ア
地
図
も
、
こ
う
し
た
構
図
の
影
響
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。R

-21

は
、
図
21
比
べ
る
と
、
人
物
の
体
勢
に
相
違
は
あ

る
も
の
の
、
ブ
ラ
ウ
地
図
に
示
さ
れ
る
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
人
の
典
型
的
な

装
束
と
思
わ
れ
る
要
素
を
多
分
に
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
そ
の
た
め
、
両
者
に
は
直
接
的
な
影
響
関
係
が
あ
る
と
は
断
言

で
き
な
い
が
、
同
じ
図
像
源
を
持
つ
作
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
興
味
を
引
く
の
は
、R

-21

の
男
女
二
人
は
と
も
に
マ
ス

ク
を
つ
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
宮
内
庁
本
の
四
二
区
画
の
中
で
、
マ

ス
ク
姿
の
人
物
図
は
こ
れ
が
唯
一
で
あ
り
、
西
洋
原
本
の
図
様
を

継
承
・
借
用
す
る
こ
と
に
お
け
る
日
本
絵
師
た
ち
の
選
択
趣
向
を
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理
解
す
る
上
で
価

値
あ
る
も
の
で

あ
る
と
思
わ
れ

る
。
筆
者
の
現

段
階
の
推
測
で

は
、
こ
う
し
た
ベ

ネ
ツ
ィ
ア
人
の
装

束
に
関
す
る
描
写

表
現
は
、
コ
ン
メ

デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ

ル
テcom

m
edia 

dell’arte

と

い

う
イ
タ
リ
ア
の
即

興
喜
劇
に
出
現
す

る
、
パ
ン
タ
ロ
ー

ネpantalone
と

コ
ル
テ
ィ
ジ
ャ
ー

ナcortigiana

（
高
級
娼
婦
）
と

呼
ば
れ
る
類
型
的

役
柄
（
ス
ト
ッ
ク

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）

の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
人
は
典
型
的
な

ベ
ネ
ツ
ィ
ア
商
人
、
も
う
一
人
は
当
時
の
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
代
表
す
る
女
性
で
、
ほ
と
ん
ど
類
型
化
さ
れ
た
こ
の
二
つ

の
形
象
は
、
コ
ン
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
な
ど
即
興
喜
劇
が
脚
光

を
浴
び
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
時
代
に
流
行
し
て
い
た
服
飾
書
の
中

で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
た（
（1
（

。
例
え
ば
、
一
五
九
二
年
に
出
版
さ
れ

た
服
飾
書
『
諸
国
民
の
服
装
（D

iversarũ nationum
 habitus 

centum

）』（
文
化
学
園
図
書
館
所
蔵
本
）
に
は
、M

agnifico e 
Cortigiana

（
図
22
）と
題
す
る
イ
ラ
ス
ト
が
あ
り
、な
か
の
ベ
ネ
ツ
ィ

ア
人
男
女
は
全
て
マ
ス
ク
着
用
の
姿
で
描
か
れ
、
パ
ン
タ
ロ
ー
ネ
と

コ
ル
テ
ィ
ジ
ャ
ー
ナ
の
形
象
を
忠
実
的
に
反
映
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
服
飾
書
が
初
出
と
な
る
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
人
図
は
、
の
ち
に
ブ
ラ
ウ
と

カ
エ
リ
ウ
ス
が
制
作
し
た
イ
タ
リ
ア
地
図
に
借
用
さ
れ
た
が
、
し
か

し
い
ず
れ
に
し
て
も
マ
ス
ク
の
表
現
が
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
宮
内

庁
本
の
最
も
重
要
な
原
本
と
さ
れ
る
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世

界
地
図
で
は
、
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
人
を
表
す
人
物
図
で
さ
え
描
か
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
え
る
と
、
マ
ス
ク
姿
の
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
人

と
い
う
西
洋
の
服
飾
書
に
共
通
す
る
表
現
が
、
遠
く
東
方
の
日
本
で

生
ま
れ
た
屏
風
に
出
現
す
る
こ
と
は
、
実
に
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

　
複
数
の
原
本
か
ら
典
拠
と
な
る
図
像
を
能
動
的
に
採
取
し
、
再

創
造
す
る
こ
と
は
、
細
部
の
描
写
だ
け
で
は
な
く
、
宮
内
庁
本
の

構
図
に
も
重
要
な
特
色
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
七
世
紀

 

図 21  W.ブラウ⼀六〇六年版イタリア地図に描かれるヴェネツィア⼈男⼥，Tomasz Niewodniczański 個⼈蔵 
図 22 服飾書『諸国⺠の服装』に描かれるパトロンとクルチザンヌ、P. Bertelli, Diversarũ nationum habitus centum, 1592 

図 24  「Germanorum Habitus（ゲル
マン⼈の服飾）」，W.ブラウ⼀六〇九年版
ゲルマニア地図 

図 25 「GERMANI（ゲルマン⼈）」，
Ｐ.カエリウス⼀六〇七年版ゲルマニ
ア地図 

図 23 「GERMANI DUYTSCHEN（ゲ
ルマンドイツ⼈）」，W.ブラウ⼀六〇七
年版世界地図 

②神⼾本 ③⾹雪本 ①宮内庁本 ④W.ブラウ⼀六〇七年版
世界地図（カエリウス⼀六
〇九年版世界地図） 

図 28 四種類のスペイン⼈物図 

図 21　W. ブラウ一六〇六年版イタリア地図に描かれるヴェネ
ツィア人男女

図 22　服飾書『諸国民の服装』
に描かれるパトロンとクルチザンヌ
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宮
内
庁
蔵
『
万
国
絵
図
屏
風
』
人
物
図
考
（
李
）

初
期
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ

ス
を
始
め
、
ブ
ラ
ウ
、

カ
エ
リ
ウ
ス
な
ど
の

地
図
製
作
者
は
次
々

と
独
自
の
「
ゲ
ル
マ

ニ
ア
地
図
」
を
出
版

し
た
。
宮
内
庁
本
に

お
い
て
、
ゲ
ル
マ
ニ

ア
人
を
表
す
図
像
で

あ
るR
-4

は
、
カ

エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九

年
版
世
界
地
図
に
あ

る
「G

E
R

M
A

N
I 

D
U

YTSCH
EN

（
ゲ

ル
マ
ン
ド
イ
ツ
人
）」

（
図
23
）
を
模
倣
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
す
で
に
先

行
研
究
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
図
像
に
表
現
上

の
相
似
関
係
が
あ
る

も
の
は
、同
時
期
の
ブ
ラ
ウ
制
地
域
地
図
（
図
24
）
に
も
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
図
24
の
ブ
ラ
ウ
地
図
よ
り

出
版
時
期
が
早
い
カ
エ
リ
ウ
ス
制
ゲ
ル
マ
ニ
ア
地
図
に
は
、
前
記
三

者
（
宮
内
庁
本L

-4

、
図
23
、
図
24
）
と
相
当
異
な
る
ゲ
ル
マ
ン
人

図（
図
25
）が
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。こ
の
図
像
は
、

意
外
と
も
言
え
る
が
、
今
ま
で
モ
デ
ル
不
明
と
さ
れ
て
い
た
宮
内
庁

本R
-15

と
酷
似
し
て
い
る
。
左
側
に
立
つ
女
性
の
服
装
、
片
手
で

ド
レ
ス
を
引
き
上
げ
な
が
ら
男
性
と
手
を
繋
ぐ
体
勢
、
そ
し
て
羽
毛

飾
り
の
帽
子
を
被
っ
て
い
る
髭
面
の
男
性
、
こ
れ
ら
の
描
写
は
、
い

ず
れ
もR

-15

と
図
25
と
の
近
似
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

L
-4

とR
-15

は
ど
ち
ら
で
も
ゲ
ル
マ
ニ
ア
人
を
表
す
人
物
図
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
し
て
、
カ
エ
リ
ウ
ス
製
一
六
〇
七
年

版
ゲ
ル
マ
ニ
ア
地
図
も
宮
内
庁
本
の
一
つ
の
図
像
源
で
あ
る
こ
と
が

判
明
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
同
じ
地
域
を
表
す
人
物
図
が
複
数
回
描
か
れ
る
と
い
う

現
象
は
、
西
洋
制
世
界
地
図
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
宮
内
庁
本

の
主
な
図
像
源
で
あ
る
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
に
お

い
て
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
と
フ
ロ
リ
ダ
を
表
す
図
は
そ
れ
ぞ
れ
、
地

図
の
本
体
部
分
（
図
26
）
と
周
縁
の
装
飾
的
部
分
（
図
27
）
で
二
回

描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
地
域
の
人
物
図
の
異
な
る
図
像
源

を
使
用
し
たL

-4

とR
-15

と
は
違
い
、
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
に
お
け

る
二
組
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
人
と
フ
ロ
リ
ダ
人
図
は
、
人
物
の
姿
勢

 

図 21  W.ブラウ⼀六〇六年版イタリア地図に描かれるヴェネツィア⼈男⼥，Tomasz Niewodniczański 個⼈蔵 
図 22 服飾書『諸国⺠の服装』に描かれるパトロンとクルチザンヌ、P. Bertelli, Diversarũ nationum habitus centum, 1592 

図 24  「Germanorum Habitus（ゲル
マン⼈の服飾）」，W.ブラウ⼀六〇九年版
ゲルマニア地図 

図 25 「GERMANI（ゲルマン⼈）」，
Ｐ.カエリウス⼀六〇七年版ゲルマニ
ア地図 

図 23 「GERMANI DUYTSCHEN（ゲ
ルマンドイツ⼈）」，W.ブラウ⼀六〇七
年版世界地図 

②神⼾本 ③⾹雪本 ①宮内庁本 ④W.ブラウ⼀六〇七年版
世界地図（カエリウス⼀六
〇九年版世界地図） 

図 28 四種類のスペイン⼈物図 

図 23　「GERMANI DUYTSCHEN
（ゲルマンドイツ人）」，Ｐ. カエリウ
ス一六〇九年版世界地図（W. ブラウ
一六〇六 / 〇七版世界地図）

図 24　「Germanorum Habitus
（ゲルマン人の服飾）」，W. ブラウ
一六〇九年版ゲルマニア地図

図 25　「GERMANI（ゲルマン人）」，
Ｐ. カエリウス一六〇七年版ゲルマ
ニア地図
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を
改
変
し
た
も
の
だ
け
で
あ
り
、
基
本
的
に
同
じ
図
像
の
繰
り

返
し
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
最
後
に
、
カ
エ
リ
ウ
ス
や
ブ
ラ
ウ
製
地
図
に
お
け
る
人
物
図
以

外
の
西
洋
図
像
を
典
拠
と
す
る
例
を
見
て
お
き
た
い
。
宮
内
庁
本

R
-2

は
、
タ
イ
ト
ル
が
付
い
て
い
な
い
が
、
神
戸
本
と
香
雪
本
の

中
に
類
似
し
た
図
像
が
あ
る
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
を
表
す
人
物
図
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
宮

内
庁
本
の
主
た
る
図
像
源
で
あ
る
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版

世
界
地
図
で
は
、
同
じ
主
題
を
扱
い
な
が
ら
も
前
記
三
者
と
全
く

異
な
る
表
現
で
描
か
れ
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
図

28
）。
三
つ
の
南
蛮
屏
風
に
お
い
て
、
男
性
像
は
い
ず
れ
で
も
見

る
人
に
背
中
を
向
け
る
よ
う
な
構
図
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
加
え
て
、
身
体
の
左
に
剣
を
佩
い
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い

る
。
一
方
で
、
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
で
は
、
服
装
は
男
女
と
も
南
蛮

屏
風
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
左
側
に
立
つ
男
性
は

正
面
像
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
剣
を
装
備
し
て
い
な
い
こ
と
は
、

本
図
は
三
種
類
の
南
蛮
屏
風
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
人
物
図
と
違

う
図
像
源
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
六
〇
八
年
に
出
版
し
た
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
の
世
界

地
図
に
は
、
南
蛮
屏
風
と
類
似
し
た
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ホ

ン
デ
ィ
ウ
ス
は
、
カ
エ
リ
ウ
ス
の
義
理
の
兄
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
っ
た
。
彼
が
一
五
九
五
年
に
出
版
し
た
ヨ
ー

 

図 21  W.ブラウ⼀六〇六年版イタリア地図に描かれるヴェネツィア⼈男⼥，Tomasz Niewodniczański 個⼈蔵 
図 22 服飾書『諸国⺠の服装』に描かれるパトロンとクルチザンヌ、P. Bertelli, Diversarũ nationum habitus centum, 1592 

図 24  「Germanorum Habitus（ゲル
マン⼈の服飾）」，W.ブラウ⼀六〇九年版
ゲルマニア地図 

図 25 「GERMANI（ゲルマン⼈）」，
Ｐ.カエリウス⼀六〇七年版ゲルマニ
ア地図 

図 23 「GERMANI DUYTSCHEN（ゲ
ルマンドイツ⼈）」，W.ブラウ⼀六〇七
年版世界地図 

②神⼾本 ③⾹雪本 ①宮内庁本 ④W.ブラウ⼀六〇七年版
世界地図（カエリウス⼀六
〇九年版世界地図） 

図 28 四種類のスペイン⼈物図 

 

図 26 Ｐ.カエリウス⼀六〇九年版世界地図の本体部分に描かれるフロリダ⼈とグリーンランド⼈  
図 27 「FLORIDANI ET GROENLANDI（フロリダ⼈とグリーンランド⼈）」，W.ブラウ⼀六四五年版世界地図 

図 29 「Hispani（スペイン⼈）」，ホン
ディウス⼀六〇⼋年版世界地図 

図 30 「SEVILLA（セビリア）」『世界都市図帳』第四巻，⼀五⼋⼋年 

図 32  「INSVLAE CAPVL Incola. DE 
LADRONES Insulani」（カープル島とラド
ロネス島の原住⺠）」，W.ブラウ⼀六〇⼋/
⼆四年版アジア地図，アンナ・アマーリア
⼤公妃図書館所蔵 

図 33 『ボクサー写本（Boxer Code
x）』（1590 年）に描かれているビサヤ
諸島の男性，インディアナ⼤学リリー
図書館所蔵 

図 31 「INSULANI DE LADRONES IN
SULAE CAPUL INDIGENA（ラドロネス
島とカープル島の原住⺠）」，W.ブラウ⼀
六四五/四六年版世界地図 

図 26　Ｐ. カエリウス一六〇九年版世界地図の本体部分に
描かれるフロリダ人とグリーンランド人 

図 27　「FLORIDANI ET GROENLANDI
（フロリダ人とグリーンランド人）」，J. ブラ
ウ一六四五 / 四六年版世界地図

　①宮内庁本　　　　　　　②神戸本　　　　　　　　　　③香雪本

図 28　四種類のスペイン人物図

④「スペイン人物図」P. カエ
リウス一六〇九年版世界地図

（W. ブラウ一六〇六 / 〇七年
版世界地図）
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宮
内
庁
蔵
『
万
国
絵
図
屏
風
』
人
物
図
考
（
李
）

ロ
ッ
パ
地
図
で
は
、

周
縁
の
装
飾
的
部

分
に
一
男
一
女
の

人
物
図
が
一
六
枚

配
置
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
種
の
構
図
形

式
の
原
点
と
な
る

作
品
で
あ
る
。
こ

の
装
飾
の
形
式

は
、
の
ち
に
地
図

業
界
の
潮
流
と
な

り
、
ブ
ラ
ウ
や
カ

エ
リ
ウ
ス
も
そ
の

影
響
を
受
け
、
一

男
一
女
の
人
物
図

区
画
を
添
え
た
地

図
を
相
次
い
で
制

作
し
て
い
た
。
こ

う
し
た
地
図
業
界

の
流
行
を
作
っ
た

ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
は
、

一
六
〇
八
年
に
メ

ル
カ
ト
ル
図
法
で
制
作
さ
れ
た
世
界
地
図
を
上
梓
し
た
。
本
地
図
に

お
い
て
、
一
男
一
女
の
組
み
合
わ
せ
で
描
か
れ
た
人
物
図
が
二
三
区

画
設
置
さ
れ
て
お
り
、そ
の
中
で
、「H

ispani

（
ス
ペ
イ
ン
人
）」（
図

29
）
と
題
す
る
人
物
図
が
あ
る
。
本
図
は
、
服
飾
の
表
現
は
も
ち
ろ

ん
、
女
性
に
向
か
っ
て
手
を
差
し
出
し
な
が
ら
誘
っ
て
い
る
よ
う
な

ポ
ー
ズ
を
と
る
男
性
が
背
面
像
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
片
手
で

ハ
ン
カ
チ
を
握
っ
て
い
る
女
性
の
体
勢
か
ら
も
南
蛮
屏
風
と
の
近
似

性
が
窺
わ
れ
る
。
た
だ
、
佩
剣
と
い
う
特
徴
的
な
描
写
は
見
受
け
ら

れ
て
お
ら
ず
、
南
蛮
屏
風
の
直
接
の
図
像
源
と
は
言
い
難
い
。

　
で
は
、
宮
内
庁
本
を
含
む
南
蛮
屏
風
の
ス
ペ
イ
ン
人
物
図
に
出
現

す
る
佩
剣
の
表
現
は
、
ど
の
よ
う
な
作
品
を
典
拠
と
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
Ｇ
・
ブ
ラ

ウ
ンG

eorg Braun

が
編
集
し
、
Ｆ
・
ホ
ー
ヘ
ン
ベ
ル
フFranz 

H
ogenberg

が
刊
行
し
た
『
世
界
都
市
図
帳
（C

ivitates O
rbis 

Terrarum

）』
で
あ
る
。
一
五
七
二
年
か
ら
一
六
七
一
年
に
わ
た
っ

て
六
巻
が
刊
行
さ
れ
た
本
書
に
は
、
世
界
の
主
要
都
市
の
鳥
瞰
図
が

収
録
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
都
市
図
に
対
応
す
る
人
物
図
も
大
量
に

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
形
式
と
し
て
は
、一
男
一
女
の
も
の
か
ら
、

二
男
二
女
の
組
み
合
わ
せ
や
大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
も

の
ま
で
様
々
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
都
市
図
の
一
部
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
一
五
八
八
年
出
版
の
第
四
巻
に
収
め
ら
れ
て

い
る
「
セ
ビ
リ
ア
」
都
市
図
（
図
30
）
の
右
下
に
位
置
す
る
三
人

 

図 26 Ｐ.カエリウス⼀六〇九年版世界地図の本体部分に描かれるフロリダ⼈とグリーンランド⼈  
図 27 「FLORIDANI ET GROENLANDI（フロリダ⼈とグリーンランド⼈）」，W.ブラウ⼀六四五年版世界地図 

図 29 「Hispani（スペイン⼈）」，ホン
ディウス⼀六〇⼋年版世界地図 

図 30 「SEVILLA（セビリア）」『世界都市図帳』第四巻，⼀五⼋⼋年 

図 32  「INSVLAE CAPVL Incola. DE 
LADRONES Insulani」（カープル島とラド
ロネス島の原住⺠）」，W.ブラウ⼀六〇⼋/
⼆四年版アジア地図，アンナ・アマーリア
⼤公妃図書館所蔵 

図 33 『ボクサー写本（Boxer Code
x）』（1590 年）に描かれているビサヤ
諸島の男性，インディアナ⼤学リリー
図書館所蔵 

図 31 「INSULANI DE LADRONES IN
SULAE CAPUL INDIGENA（ラドロネス
島とカープル島の原住⺠）」，W.ブラウ⼀
六四五/四六年版世界地図 

図 30　「SEVILLA（セビリア）」『世界都市図帳』第四巻図 29　「Hispani（スペイン人）」，ホ
ンディウス一六〇八年版世界地図
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史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

に
注
目
し
た
い
。
そ

の
中
で
、
右
端
に
い

る
男
性
は
、
細
部
の

描
写
は
異
な
る
も
の

の
、
女
性
に
手
を
出

し
て
い
る
体
勢
、
左

腰
に
佩
い
て
い
る
剣
、

そ
し
て
背
面
像
で
表

現
さ
れ
て
い
る
と
い

う
特
徴
は
、
い
ず
れ

も
南
蛮
屏
風
や
ホ
ン

デ
ィ
ウ
ス
地
図
に
類

似
し
て
お
り
、
モ
チ
ー

フ
に
お
い
て
の
共
通

性
が
見
出
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
総

合
的
に
考
え
る
と
、

「
セ
ビ
リ
ア
」
の
人
物

像
と
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス

地
図
、
な
ら
び
に
南

蛮
屏
風
の
な
か
の
ス

ペ
イ
ン
人
物
図
と
の

間
に
、
明
確
な
借
用
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
断
言
で
き
な
い
が
、

西
洋
地
図
学
的
文
脈
に
お
い
て
の
ス
ペ
イ
ン
人
物
に
関
し
て
は
、
少

な
く
と
も
ブ
ラ
ウ
、
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
に
現
れ
る
正
面
像
と
、
男
性

人
物
を
反
転
す
る
背
面
像
と
い
う
二
種
類
の
表
現
様
式
が
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
南
蛮
屏
風
の
具
体
的
な
図
像
源

は
未
詳
な
が
ら
も
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
一
六
〇
八
年
世
界
地
図
と
『
世

界
都
市
図
帳
』、
も
し
く
は
両
者
と
関
わ
り
の
あ
る
資
料
を
典
拠
と

し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

　
そ
の
ほ
か
、
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
に
な
い
要
素
を
他
の
作
品
か
ら

採
用
し
、
前
者
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
人
物
図
を
制

作
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
今
ま
で
の
研
究
が
言
及
し
て
こ
な
か
っ

た
宮
内
庁
本L

-16

に
つ
い
て
、
左
側
に
位
置
す
る
女
性
の
体
勢
、

特
に
頭
の
振
り
向
き
動
作
はL

-19

に
描
か
れ
て
い
る
女
性
と
類

似
し
て
い
る
。L

-19

は
、
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図

の
「IN

SU
LA

N
I D

E
 LA

D
R

O
N

E
S IN

SU
LA

E
 C

A
PU

L 
IN

D
IG

EN
A

（
ラ
ド
ロ
ネ
ス
島
と
カ
ー
プ
ル
島
の
原
住
民
）」
と
題

す
る
区
画
（
図
31
）
の
左
側
に
い
る
男
女
二
人
か
ら
由
来
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
区
画
の
右
側
に
い
る
男
性
は
、L

-16

の

男
性
と
同
じ
よ
う
な
服
装
を
着
て
お
り
、
特
徴
的
な
弓
も
一
致
し
て

い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
宮
内
庁
本
で
はL

-16

とL
-19

は
上
下
隣

接
す
る
区
画
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、L

-16

とL
-19

は
複
数
民
族
が

描
か
れ
て
い
る
図
31
を
二
分
割
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

 

図 26 Ｐ.カエリウス⼀六〇九年版世界地図の本体部分に描かれるフロリダ⼈とグリーンランド⼈  
図 27 「FLORIDANI ET GROENLANDI（フロリダ⼈とグリーンランド⼈）」，W.ブラウ⼀六四五年版世界地図 

図 29 「Hispani（スペイン⼈）」，ホン
ディウス⼀六〇⼋年版世界地図 

図 30 「SEVILLA（セビリア）」『世界都市図帳』第四巻，⼀五⼋⼋年 

図 32  「INSVLAE CAPVL Incola. DE 
LADRONES Insulani」（カープル島とラド
ロネス島の原住⺠）」，W.ブラウ⼀六〇⼋/
⼆四年版アジア地図，アンナ・アマーリア
⼤公妃図書館所蔵 

図 33 『ボクサー写本（Boxer Code
x）』（1590 年）に描かれているビサヤ
諸島の男性，インディアナ⼤学リリー
図書館所蔵 

図 31 「INSULANI DE LADRONES IN
SULAE CAPUL INDIGENA（ラドロネス
島とカープル島の原住⺠）」，W.ブラウ⼀
六四五/四六年版世界地図 

図 31　「INSULANI DE LADRONES 
INSULAE CAPUL INDIGENA(ラドロ
ネス島とカプール島の原住民)」，J.ブ
ラウ一六四五 / 四六年版世界地図 

図 32　「INSVLAE CAPVL Incola. 
D E LADRONES Insulani」(プール島
とラドロネス島の原住民 )」， W.ブラ
ウ一六〇八 / 二四年版アジア地図

図 33　『ボクサー写本（Boxer 
Codex） 』に描かれているビサ
ヤ諸島の男性 



－  28  －－  29  －

宮
内
庁
蔵
『
万
国
絵
図
屏
風
』
人
物
図
考
（
李
）

い
だ
ろ
う
。

　
前
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
原
本
に
お
け
る
複
数
民
族

が
描
か
れ
て
い
る
区
画
を
二
分
割
し
、
類
似
す
る
女
性
図
を
両
方
に

付
け
加
え
る
こ
と
は
、
宮
内
庁
本
の
絵
師
た
ち
が
よ
く
使
用
す
る
手

法
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、L

-16

に
見
受
け

ら
れ
る
男
女
の
刺
青
と
男
性
が
付
け
る
金
色
の
耳
飾
り
の
描
写
で
あ

る
。
刺
青
に
関
し
て
、
図
31
に
挙
げ
ら
れ
た
ブ
ラ
ウ
一
六
四
五
／

四
六
年
版
世
界
地
図
に
も
出
現
し
た
が
、
解
像
度
が
低
い
た
め
、
同

じ
形
の
図
像
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
ブ
ラ
ウ
一
六
〇
八
年
版
世
界
地
図

や
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
地
図
に
お
い
て
、
刺
青
の
描
写
が
あ

る
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
出
版
時
期
の
早
い
ブ

ラ
ウ
一
六
〇
八
／
二
四
年
版
ア
ジ
ア
地
図
（
図
32
）
で
は
、
カ
ー
プ

ル
島
人
を
表
す
男
性
図
に
は
刺
青
の
表
現
は
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
、

図
31
の
刺
青
は
の
ち
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
。
ま
た
、
耳
飾
り
の
描
写
は
、
上
記
地
図
の
い
ず
れ
の
中
で

も
見
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
特
徴
的
な
表

現
は
、制
作
時
期
の
よ
り
早
い
宮
内
庁
本
に
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
カ
ー
プ
ル
島
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
の
ビ
サ
ヤ
諸
島
（Visayas
）

に
属
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
風
俗
に
関
し
て
、
一
五
九
〇
年
に
マ

ニ
ラ
で
著
さ
れ
た
『
ボ
ク
サ
ー
写
本
（B

oxer C
odex

）』
に
は
詳

細
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
記
録
に
よ
る
と
、
刺
青
は
優
雅
な

人
の
風
習
と
し
て
当
地
の
人
々
に
捉
え
ら
れ
、
金
製
の
耳
飾
り
を
付

け
る
こ
と
も
非
常
に
普
遍
的
で
あ
る
と
い
う（
（1
（

。
ま
た
、
こ
の
写
本
に

は
、
一
男
一
女
式
の
人
物
図
が
多
数
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で

ビ
サ
ヤ
諸
島
の
男
女
に
関
す
る
描
写
で
は
、
刺
青
と
耳
飾
り
の
要
素

が
確
認
で
き
る
（
図
33
）。
そ
の
た
め
、
ビ
サ
ヤ
諸
島
で
こ
う
し
た

風
習
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
五
九
〇
年
代
以
前
に
す
で
に
外
部

―
主
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
―
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
初
期
に
か
け
て
、

日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
間
で
行
わ
れ
た
頻
繁
な
人
的
・
物
的
交

流
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
屏
風
の
絵
師
た
ち
は
『
ボ
ク
サ
ー
写
本
』、

あ
る
い
は
日
本
に
流
入
さ
れ
た
他
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
情
報
に
触
れ
た
可

能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
時
代
の
西
洋
製
地
図
に
な
い
刺
青
や
耳

飾
り
の
よ
う
な
細
か
い
描
写
がL

-16

に
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、
後

者
と
全
く
系
統
の
異
な
る
資
料
を
参
照
し
た
結
果
で
あ
る
と
判
断
す

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

二
　
南
蛮
趣
味
と
人
物
図
の
変
容

　
前
章
ま
で
は
、
日
本
列
島
か
ら
か
け
離
れ
た
遠
隔
の
諸
地
域
を
表

す
人
物
図
を
見
て
き
た
が
、
本
章
で
は
、
宮
内
庁
本
に
描
か
れ
て
い

る
東
ア
ジ
ア
の
国
々
の
人
物
図
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
同
屏
風
の

主
な
図
像
源
で
あ
る
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
で
は
、

「CH
IN

EN
SES ET IA

PO
N

E
N

SE
S

（
中
国
人
と
日
本
人
）」（
図
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史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

34
）
と
題
す
る
区
画
が

あ
る
。
し
か
し
、
宮
内

庁
本
の
制
作
に
あ
た
り
、

日
本
の
絵
師
た
ち
は
こ

の
図
像
を
採
用
し
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ

り
三
枚
の
新
し
い
図
像

（R
-16

、R
-19

、R
-20

）

が
作
ら
れ
、
屏
風
右
扇

の
左
下
端
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
新
図
像
は
ど
の
よ
う
な
も
の

を
典
拠
と
し
た
の
か
、
日
本
絵
師
が
西
洋
地
図
の
図
柄
を
改
変
す
る

際
に
、
ど
の
よ
う
な
手
法
を
使
用
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
こ
う
し

た
改
変
が
行
わ
れ
た
文
化
的
背
景
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

か
、
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
宮
内
庁
本
と
同
時
代
に
制
作
さ
れ
た
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
物

を
表
す
他
の
図
像
と
の
比
較
分
析
を
通
し
て
、
上
記
の
問
題
を
検
討

し
て
み
よ
う
。

⒈
　
西
洋
人
が
見
た
中
国
人
と
日
本
人
が
見
た
大
明
人

　
ブ
ラ
ウ
地
図
と
カ
エ
リ
ウ
ス
地
図
に
現
れ
る
中
国
人
像
（
図

34
）
に
関
し
て
は
、
す
で
に
呉
瑞
林
氏
の
研
究
が
あ
る
。
呉
氏

に
よ
る
と
、
こ
の
図
像
は
リ
ン
ス
ホ
ー
テ
ンJan H

uygen van 

Linschoten

の
『
東
方
案

内
記
（Itinerario

）』（
図

35
）
を
参
考
に
描
い
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し

て
、『
東
方
案
内
記
』
に

載
せ
ら
れ
て
い
る
絵
図

は
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向

け
に
生
産
さ
れ
た
輸
出
磁

器
の
図
柄
の
影
響
を
受
け

た
も
の
と
し
て
、
磁
器
に

描
き
込
ま
れ
た
男
女
の
形

象
は
そ
の
図
像
源
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る（
（1
（

。
し
か
し
、
こ

う
し
た
中
国
人
の
形
象
に

対
す
る
認
識
は
、
必
ず
し

も
現
実
を
反
映
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。
例
え
ば
、

図
35
の
左
端
に
立
つ
女
性

は
、
中
国
神
話
に
登
場
す

る
麻
姑
と
い
う
仙
女
の
図

柄
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
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宮
内
庁
蔵
『
万
国
絵
図
屏
風
』
人
物
図
考
（
李
）

あ
り
、
そ
の
服
飾
は
当
時
の
中
国
女
性
の
そ
れ
と
大
い
に
乖
離
し
て

い
る
。
ま
た
、
左
か
ら
三
人
目
の
男
性
に
つ
い
て
は
、
幞
頭
と
い
う

冠
り
物
に
対
す
る
認
識
が
な
い
た
め
か
、
も
と
も
と
頭
の
左
右
に
伸

び
だ
す
二
本
の
展
脚
が
誤
っ
て
頭
の
前
後
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
国
人
像
は
、
一
種
の
類
型
的
な
表
現
と
し
て
一
七

世
紀
の
西
洋
地
図
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
代
表
的
な
作
品

と
し
て
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
一
六
〇
八
年
版
世
界
地
図
（
図
36
）、
Ｗ
・

ブ
ラ
ウ
一
六
一
七
年
版
ア
ジ
ア
地
図
（
図
37
）、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
・

ジ
ュ
ニ
ア
一
六
一
九
年
版
ア
ジ
ア
地
図
（
図
38
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
地
図
に
あ
る
中
国
人
図
は
、
す
べ
て
一
男
一
女
の
形

に
な
っ
て
お
り
、『
東
方
案
内
記
』
の
幞
頭
を
着
用
し
て
い
る
男
性

像
と
麻
姑
か
ら
由
来
し
た
女
性
像
を
図
像
源
と
し
て
採
用
し
て
い

る
。
一
方
で
、
数
量
的
に
少
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
Ｗ
・
ブ
ラ
ウ

一
六
〇
八
／
二
四
年
版
ア
ジ
ア
地
図
（
図
39
）
の
よ
う
に
、
前
記
一

男
一
女
の
上
で
図
35
の
左

か
ら
二
人
目
の
男
性
像
を

追
加
し
、
二
男
一
女
の
構

図
で
表
現
さ
れ
る
も
の
も

存
在
す
る
。
結
局
の
と
こ

ろ
、
地
図
に
よ
っ
て
、
人

物
が
所
持
す
る
物
品
や
冠

り
物
の
様
式
、
ま
た
は
肩

に
掛
け
る
も
の
の
種
類

は
異
な
る
が
、
基
本
的

に
『
東
方
案
内
記
』
の

モ
チ
ー
フ
を
継
承
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中

国
認
識
と
は
対
照
的

に
、
同
時
代
の
日
本
絵

画
に
現
れ
て
い
る
中
国

人
像
の
大
多
数
は
、
よ

り
現
実
に
近
い
描
写
に

な
っ
て
い
る
。
宮
内
庁

本R
-16

で
は
、
軟
脚

幞
頭
と
団
領
服
を
身
に

つ
け
て
い
る
男
性
お
よ

び
、
髪
髻
を
結
び
、
上

衣
下
裳
形
式
の
服
を
着

用
し
て
い
る
女
性
が
描

か
れ
て
い
る
。
こ
の
男

女
の
組
み
合
わ
せ
は
、

明
刻
本
の
『
琵
琶
記
』

（
図
40
）
や
『
元
曲
選
』
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史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

（
図
41
）
な
ど
、
中
国
国
内
で
制
作
さ
れ
た
絵
画
や
版
画
作
品
の
中

で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
の
現
象
は
、
唐
時
代
か
ら
絶
え
ず
に
続

い
て
き
た
両
国
間
の
多
様
な
人
と
物
の
交
流
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
交
流
を
通
じ
て
、
中
国
の
絵
画
だ
け
で
は
な
く
、
画
譜

な
い
し
書
籍
中
の
挿
画
な
ど
も
海
を
渡
り
、
各
時
代
の
日
本
画
家
に

多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
先
述
し
た
宮
内
庁
本R

-16

に
登
場

す
る
男
女
の
形
象
は
、
当
時
の
狩
野
派
、
ひ
い
て
は
一
八
世
紀
後
半

の
秋
田
派
の
画
作
に
お
い
て
も
、
典
型
的
な
中
国
人
像
と
し
て
採
用

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
注
目
に
値
す
る
の
は
、
小
田
野
直
武

の『
唐
太
宗
・
花
鳥
山
水
図
』（
図
42
）と
司
馬
江
漢
の『
卓
文
君
図
』（
図

43
）
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
大
阪
城
天
守
閣
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
宮

内
庁
本
と
同
じ
時
期
に
制
作
さ
れ
た
『
南
蛮
屏
風
』（
図
44
）
で
も
、

R
-16

に
類
似
す
る
軟
脚
幞
頭
を
被
っ
て
い
る
男
性
が
見
受
け
ら
れ

る
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
見
完
璧
に
見
え
るR

-16

で
あ
る
が
、
男
性
の
幞

頭
に
関
し
て
少
し
変
わ
っ
た
表
現
が
一
箇
所
あ
る
。
そ
れ
は
、
右
側

と
同
じ
よ
う
に
下
に
垂
れ
る
は
ず
の
左
側
の
展
脚
が
、
頭
頂
部
の
位

置
に
描
か
れ
た
点
で
あ
る
。
幞
頭
の
形
は
色
々
あ
る
が
、
展
脚
が
下

に
垂
れ
る
の
は
軟
脚
幞
頭
で
あ
り
、
上
に
揚
が
る
展
脚
を
有
す
る
朝

天
幞
頭
と
は
全
く
異
な
る
物
で
あ
る
。
宋
代
の
画
家
・
李
公
麟
の『
明

皇
撃
球
図
卷
』（
図
45
）
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
一

つ
の
幞
頭
に
は
、
垂
れ
る
脚
と
揚
が
る
脚
が
共
存
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
異
質
の
描
き
方
は
、
先
に
言

及
し
た
西
洋
地
図
の
中
の
誤
っ

た
幞
頭
を
被
っ
て
い
る
中
国
男

性
の
形
象
を
想
起
さ
せ
る
。
こ

の
区
画
全
体
を
見
れ
ば
、
宮
内

庁
本
の
絵
師
た
ち
は
、
西
洋
地

図
に
お
け
る
風
変
わ
り
な
中
国

人
像
を
採
用
せ
ず
、
自
ら
の
経
験
、
も
し
く
は
西
洋
地
図
以
外
の
作

品
を
参
考
に
し
て
、
実
際
の
姿
に
近
い
新
た
な
中
国
人
物
図
を
創
作

し
た
、
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
幞
頭
の
描
写

だ
け
は
現
実
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
か
。
そ
こ
に
、
何
か
作
者

の
意
図
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
は
、
下
記
の
一
例
と

併
せ
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
解
明
の
糸
口
が
つ
か
め
る

だ
ろ
う
。

⒉
　
朝
鮮
人
か
？
そ
れ
と
も
中
国
人
か
？

　
一
六
、一
七
世
紀
の
西
洋
製
地
図
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
人
物
に
関

す
る
描
写
が
欠
如
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
宮
内
庁
本R

-20
は
朝
鮮
を
表
す
区
画
で
あ
る
と
先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
確

か
に
、
日
本
と
朝
鮮
は
近
隣
の
国
で
あ
る
ゆ
え
、
朝
鮮
人
の
服
飾
や

特
徴
は
日
本
画
家
に
と
っ
て
あ
る
程
度
馴
染
み
の
あ
る
も
の
だ
ろ
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（局部） 

図 40 『琵琶記』挿画（局部），万暦⼆⼗五年刻本 
図 41 『元曲選』挿画（局部），『中国古代版画叢刊⼆編』より転載 
図 42 ⼩⽥野直武「唐太宗・花⿃⼭⽔」（局部），秋⽥県⽴近代美術館所蔵 
図 43 司⾺江漢「卓⽂君図」（局部），帰空庵コレクション 
図 44 「南蛮屏⾵」（局部），⼤阪城天守閣所蔵 

図 39 「CHINENSES（中国⼈）」，W.ブ
ラウ⼀六〇⼋年版アジア地図 

　　図 45　『明皇撃球図卷』（局部）
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宮
内
庁
蔵
『
万
国
絵
図
屏
風
』
人
物
図
考
（
李
）

う
。
そ
の
上
、
宮
内
庁
本
で
新
し
く
制
作
さ
れ
た
三
枚
の
人
物
図
の

う
ち
、
日
本
と
中
国
を
代
表
す
る
も
の
は
人
物
の
衣
装
か
ら
簡
単
に

確
定
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
残
り
のR

-20

は
朝
鮮
人
物
図
で
あ
る

と
判
断
す
る
の
は
必
然
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
し
ま
う
。

　
し
か
し
、
服
飾
か
ら
直
接
判
定
で
き
る
日
本
と
中
国
人
物
図
と
違

い
、R

-20

に
描
か
れ
る
男
女
の
服
装
は
朝
鮮
王
朝
時
代
の
典
型
的

な
様
式
と
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
特
段
、向
か
っ
て
右
側
の
男
性
は
、

綿
毛
の
縁
の
つ
い
た
尖
っ
た
冠
り
物
を
着
用
し
て
お
り
、
朝
鮮
絵
画

（
申
潤
福
「
蕙
園
風
俗
図
」〔
図
46
〕
な
ど
）
だ
け
で
は
な
く
日
本
人

画
家
の
作
品
（
狩
野
益
信
「
朝
鮮
通
信
使
歓
待
図
」〔
図
47
〕
な
ど
）

で
も
頻
繁
に
登
場
す
る
黒
笠
姿
の
男
性
形
象
と
は
大
き
な
差
異
が
あ

る
。
そ
し
て
長
袍
と
履
物
の
描
写
を
見
て
も
、
や
は
り
朝
鮮
王
朝
時

代
の
服
飾
特
徴
と
一
致
し
て
い
な
い
点
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
特
別
な
「
朝
鮮
人
」
像
を
描
い
た
宮
内
庁

本
の
絵
師
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
資
料
を
手
本
に
し
て
い
た
の
か
。

こ
こ
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、R

-20

に
お
け
る
女
性
の
背
負
い

籠
と
男
性
の
赤
い
帽
子
と
い
う
二
つ
の
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
。
前
者
に

つ
い
て
、
そ
の
表
現
は
先
に
述
べ
た
麻
姑
か
ら
由
来
す
る
女
性
が
背

負
っ
て
い
る
籠
と
よ
く
似
て
お
り
、
唯
一
異
な
る
点
は
籠
の
内
容
物

が
二
人
の
嬰
児
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う

な
変
更
は
西
洋
製
地
図
で
も
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。『
東
方
案
内
記
』

の
中
国
人
図
（
図
35
）
を
原
本
と
す
る
図
像
に
お
い
て
、
花
籠
、
空

の
籠
、
ま
た
は
棒
だ
け
を
背
負
っ
て
い
る
女
性
図
は
何
種
類
も
存
在

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
西
洋
の
図
像
で
は
、「
籠
」
と
い
う
ア
イ
テ

ム
と
「
背
負
う
」
と
い
う
体
勢
は
、
中
国
女
性
を
表
す
代
表
的
な
モ

チ
ー
フ
で
あ
る
と
言
え
る
。
後
者
に
つ
い
て
、
帽
子
の
形
は
カ
エ
リ

ウ
ス
地
図
の
左
か
ら
二
人
目
の
人
（
図
34
）、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
地
図

の
女
性
（
図
36
）
が
被
っ
て
い
る
も
の
と
酷
似
し
て
お
り
、
特
徴
的

な
赤
色
も
『
東
方
案
内
記
』
の
左
か
ら
二
人
目
の
男
性
の
も
の
と
一

致
し
て
い
る
。
そ
し
て
綿
毛
の
縁
が
描
き
添
え
ら
れ
た
の
は
、
お
そ

ら
く
絵
師
が
男
性
の
額
周
り
の
髪
を
帽
子
の
縁
と
誤
認
し
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、R

-20

に
現
れ
る
一
般
的
な
朝
鮮
人
像
と
異

な
る
表
現
は
、『
東
方
案
内
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
図
像
の
中

で
は
、
中
国
人
図
の
代
表
的
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
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史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

　
ま
た
、衣
服
の
描
写
に
お
い
て
も
類
似
し
た
状
況
が
確
認
で
き
る
。

ま
ず
、
形
だ
け
を
見
る
と
朝
鮮
王
朝
時
代
に
よ
く
あ
る
も
の
と
同
じ

よ
う
な
男
女
の
長
袍
に
つ
い
て
、
ベ
ル
ト
位
置
の
高
さ
を
見
れ
ば
、

図
46
と
図
47
の
そ
れ
よ
り
は
低
い
が
、
西
洋
図
像
で
の
描
き
方
と
類

似
す
る
。
後
者
と
の
相
違
点
と
し
て
、
女
性
の
襟
の
部
分
に
つ
い
て

い
る
雲
肩
と
い
う
飾
り
物
はR

-20

に
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
服
装
上
の
特
徴
は
、
西
洋
製
地
図
に
お
け

る
日
本
人
図
で
も
し
ば
し
ば
出
現
す
る
た
め
、
中
国
人
や
日
本
人
な

ど
東
ア
ジ
ア
の
人
々
を
描
く
と
き
の
一
種
の
類
型
化
さ
れ
た
表
現
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
東
ア
ジ
ア
の
実
情
を
熟
知
す
る
日
本
人
絵
師

た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
現
実
か
ら
乖
離
し
て
い
る
表
現
を
取
り
除
く

こ
と
も
当
然
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
女
性
が
手
で
何
か
を
握
っ

て
い
る
点
に
つ
い
て
も
、
宮
内
庁
本
と
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
地
図
を
は

じ
め
と
す
る
西
洋
地
図

と
の
類
似
性
が
認
め
ら

れ
る
。
そ
し
て
、R

-20

の
男
性
は
、
両
手
を
前

に
突
き
出
し
、
何
か
を

持
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
こ
の
よ
う
な
体

勢
は
、『
東
方
案
内
記
』

や
フ
ィ
ッ
セ
ル
地
図

（
図
48
）
の
棒
を
所
持
す
る

赤
い
帽
子
の
中
国
男
性
か

ら
由
来
す
る
も
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
以
上
の
分
析
に
よ
り
、
宮

内
庁
本R

-20

に
描
か
れ
て

い
る
男
女
は
、
背
負
い
籠

の
内
容
物
や
冠
り
物
の
縁

な
ど
細
か
い
表
現
に
お
け

る
変
更
点
が
あ
る
も
の
の
、

『
東
方
案
内
記
』
や
西
洋
製

地
図
の
な
か
の
中
国
人
図

と
高
い
相
似
性
を
有
す
る

た
め
、
後
者
を
典
拠
と
し
た

も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
。
ま
た
、
の
ち
に
南
蛮
屏

風
の
影
響
を
受
け
て
い
た

各
種
の
『
万
国
人
物
図
』（
図

49
）
や
『
四
十
二
国
人
物
図

説
』（
図
50
）
に
お
い
て
も

朝
鮮
人
図
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
もR

-20

の
描
き
方
を
採
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　　図 48　「CHINENSES（中国人）」, 
　　フィッセル一六一四年版世界地図

　　　　　図 49　『万国人物図』( 局部 ) 　　図 50　西川如見『四十二国人物図説』：「朝鮮」
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宮
内
庁
蔵
『
万
国
絵
図
屏
風
』
人
物
図
考
（
李
）

用
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、R

-20

が
表
し
て
い
る
の
は
、
必
ず
し

も
現
実
の
朝
鮮
人
、
も
し
く
は
当
時
の
日
本
人
が
認
識
し
て
い
た
朝

鮮
人
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
処
理
は
、
日
本
人
絵
師
の
西
洋

製
地
図
に
対
す
る
認
識
不
足
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
う

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
屏
風
の
作
者
は
、
西
洋
製
地
図
で
の
中
国

人
図
を
保
留
す
る
た
め
、意
図
的
に
二
つ
の
中
国
人
図
を
制
作
し
た
、

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
前
章
で
取
り
上
げ
た
重
複
の

ゲ
ル
マ
ニ
ア
人
図
は
、
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

⒊
　
カ
ー
ル
ヘ
ア
の
日
本
女
性
と
南
蛮
趣
味
の
流
行

　
日
本
人
の
形
象
は
、
西
洋
製
地
図
に
お
い
て
主
に
二
種
類
の
図
式

で
表
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図

の
よ
う
に
、
中
国
人
と
共
に
三
人
一
組
の
形
で
出
現
す
る
も
の
（
図

33
）
で
、
も
う
一
つ
は
、
ブ
ラ
ウ
一
六
〇
八
年
版
ア
ジ
ア
地
図
や

フ
ィ
ッ
セ
ル
一
六
一
四
年
版
世
界
地
図
な
ど
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
二

人
一
組
の
日
本
人
図
（
図
51
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図
像
で
は
、
西

洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
鉄
砲
、
日
本
を
代
表
す
る
武
具
で
あ
る

太
刀
、
そ
し
て
当
時
の
男
性
の
間
に
流
行
し
て
い
た
月
代
の
髪
型
な

ど
、
日
本
の
特
色
を
反
映
し
た
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
日
本
女
性
に
関
す
る
描
写
は
見
当
た
ら
な
い
点
や
、
男
性
は
い

ず
れ
も
中
国
人
図
と
類
似
す
る
長
袍
姿
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う

点
な
ど
で
は
、
少
し
物
足
り
な
い
印
象
が
残
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

が
制
作
し
た
日
本
人
図
の
対

照
と
な
る
の
は
、
宮
内
庁

本R
-19

で
あ
る
。
自
国
の

形
象
を
絵
に
す
る
際
、
屏
風

の
絵
師
た
ち
は
西
洋
製
地
図

で
の
曖
昧
な
描
き
方
を
放
棄

し
、
よ
り
一
層
現
実
に
近
い

表
現
で
日
本
人
図
を
書
き
直

し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

長
袍
の
代
わ
り
に
男
性
が
身

に
つ
け
て
い
る
の
は
羽
織
袴

で
あ
り
、
本
来
腰
に
佩
い
て

い
る
太
刀
も
帯
に
差
す
打
刀

に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
、
女
性
図
も
新
し
く

追
加
さ
れ
た
。
花
模
様
の
小

袖
と
赤
い
打
掛
を
身
に
纏
っ

て
い
る
こ
の
女
性
に
は
、
一

つ
興
味
深
い
特
徴
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
カ
ー
ル
の
か
か
っ

た
髪
型
で
あ
る
。
宮
内
庁
本
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図 45 申潤福「蕙園⾵俗図」
（局部），潤松美術館所蔵 

図 47 「CHINENSES」フィッ
セル⼀六⼀四年版世界地図 

図 54 ⻄川如⾒『四⼗⼆国⼈物図説』，早稲⽥
⼤学図書館所蔵 

図 48 「万国⼈物図」（局部），神
⼾市⽴博物館所蔵，筆写撮影 

図 50 「IAPONES（⽇本⼈）」，W.ブラウ⼀六〇⼋年版アジア地図 
図 51 「唐船・南蛮船屏⾵」（局部），九州国⽴博物館所蔵 
図 52 「マリア⼗五⽞義図」（局部），京都⼤学総合博物館所蔵 

図 54 「元和⼤殉教図」（局部），
ローマ イル・ジェスー聖堂所
蔵，『原⾊⽇本の美術 25：南蛮
美術と洋⾵画』より転載 

図 53 「男⼥遊楽図屏⾵」（局
部），細⾒美術館所蔵 

図 51　「IAPONES（日本人）」，W.ブラウ一六〇八 / 二四年版アジア地図
図 52　『唐船・南蛮船屏風』( 局部 )
図 53　『マリア十五玄義図』( 局部 )
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と
ほ
ぼ
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
『
唐
船
・
南
蛮
船
屏
風
』（
図
52
）

で
は
、
ま
っ
す
ぐ
で
艶
や
か
な
髪
を
後
ろ
に
流
す
女
性
の
形
象
が
描

か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
垂
髪
の
表
現
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
絵

画
で
主
流
で
あ
っ
た
。そ
れ
に
対
し
て
宮
内
庁
本
の
カ
ー
ル
ヘ
ア
は
、

南
蛮
美
術
の
な
か
で
西
洋
女
性
を
表
現
す
る
要
素
と
し
て
頻
出
し
て

い
る
。
京
都
大
学
総
合
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
マ
リ
ア
十
五

玄
義
図
』（
図
53
）
に
描
か
れ
る
マ
リ
ア
像
は
そ
の
代
表
的
な
も
の

で
あ
る
。

　
世
界
各
地
の
人
々
の
相
貌
や
服
飾
を
絵
画
の
形
で
端
的
に
表
現
す

る
こ
と
は
、
宮
内
庁
本
に
お
け
る
人
物
図
区
画
の
主
た
る
制
作
目
的

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
絵
師
た
ち
は
日
本
女
性
を
描
く

際
に
、
西
洋
女
性
の
特
色
と
思
わ
れ
る
カ
ー
ル
ヘ
ア
と
い
う
描
写
を

あ
え
て
採
用
し
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
日
本
で
一
世
を
風

靡
し
て
い
た
南
蛮
趣
味
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
六
世
紀
中
頃
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
の
接
触
が
始
ま
る
こ
と
に
伴
い
、

相
手
の
服
飾
や
髪
型
な
ど
に
対
す
る
日
本
人
の
好
奇
心
も
高
ま
っ
て

い
っ
た
。
や
が
て
南
蛮
趣
味
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
審
美
的
思
潮
が
形

成
さ
れ
、
社
会
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
一
五
九
四
年
に
長

崎
か
ら
出
さ
れ
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
パ
ッ
シ
と
い
う
イ
エ
ズ
ス
会

宣
教
師
の
書
翰
中
に
、「
関
白
殿
（
秀
吉
）
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
風
の
服

装
を
た
い
へ
ん
好
み
ま
す
し
、
彼
の
臣
下
た
ち
も
そ
れ
に
な
ら
っ
て

し
ば
し
ば
ポ
ル
ト
ガ
ル
風
の
服
装
を
ま
と
い
ま
す
」
と
い
う
報
告
が

あ
る（
（1
（

。
服
飾
の
ほ
か
、
西
洋
風
の
髪
型
も
模
倣
の
対
象
と
な
っ
て
い

た
。
喜
多
川
守
貞
が
著
し
た
『
守
貞
漫
稿
』
で
は
、
江
戸
時
代
の
縮

毛
に
関
す
る
記
録
が
残
っ
て
い
る（
（1
（

。
ま
た
、
洋
風
画
以
外
の
日
本
絵

画
に
お
い
て
も
、
カ
ー
ル
ヘ
ア
の
女
性
が
登
場
し
始
め
た
。『
男
女

遊
楽
図
屏
風
』（
図
54
）
や
『
元
和
大
殉
教
図
』（
図
55
）
な
ど
で
は
、

い
ず
れ
も
こ
う
し
た
女
性
像
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
上
記
の
よ
う
に
宮
内
庁
本
の
絵
師
は
、
当
時
に
お
け
る
日

本
人
の
代
表
的
な
服
装
を
つ
ぶ
さ
に
描
き
込
ん
だ
が
、
そ
の

一
方
で
日
本
女
性
を
表
す
部
分
に
、
カ
ー
ル
ヘ
ア
と
い
う
南

蛮
趣
味
を
体
現
す
る
要
素
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
作
品
の
洋
風
画
と
し
て
の
性
格
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た

と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
沿
っ
て
考
え
る
と
、
先

述
し
たR

-16

お
よ
びR

-20

に
お
け
る
変
わ
っ
た
描
き
方

も
、
日
本
人
図
の
問
題
と
同
様
に
、
洋
風
画
と
し
て
西
洋
製

 

図 46 狩野益信「朝鮮通信使歓
待図」 

図 45 申潤福「蕙園⾵俗図」
（局部），潤松美術館所蔵 

図 47 「CHINENSES」フィッ
セル⼀六⼀四年版世界地図 

図 54 ⻄川如⾒『四⼗⼆国⼈物図説』，早稲⽥
⼤学図書館所蔵 

図 48 「万国⼈物図」（局部），神
⼾市⽴博物館所蔵，筆写撮影 

図 50 「IAPONES（⽇本⼈）」，W.ブラウ⼀六〇⼋年版アジア地図 
図 51 「唐船・南蛮船屏⾵」（局部），九州国⽴博物館所蔵 
図 52 「マリア⼗五⽞義図」（局部），京都⼤学総合博物館所蔵 

図 54 「元和⼤殉教図」（局部），
ローマ イル・ジェスー聖堂所
蔵，『原⾊⽇本の美術 25：南蛮
美術と洋⾵画』より転載 

図 53 「男⼥遊楽図屏⾵」（局
部），細⾒美術館所蔵 

図 54　『男女遊楽図屏風』( 局部 )

図 55　『元和大殉教図』( 局部 )

 

図 46 狩野益信「朝鮮通信使歓
待図」 

図 45 申潤福「蕙園⾵俗図」
（局部），潤松美術館所蔵 

図 47 「CHINENSES」フィッ
セル⼀六⼀四年版世界地図 

図 54 ⻄川如⾒『四⼗⼆国⼈物図説』，早稲⽥
⼤学図書館所蔵 

図 48 「万国⼈物図」（局部），神
⼾市⽴博物館所蔵，筆写撮影 

図 50 「IAPONES（⽇本⼈）」，W.ブラウ⼀六〇⼋年版アジア地図 
図 51 「唐船・南蛮船屏⾵」（局部），九州国⽴博物館所蔵 
図 52 「マリア⼗五⽞義図」（局部），京都⼤学総合博物館所蔵 

図 54 「元和⼤殉教図」（局部），
ローマ イル・ジェスー聖堂所
蔵，『原⾊⽇本の美術 25：南蛮
美術と洋⾵画』より転載 

図 53 「男⼥遊楽図屏⾵」（局
部），細⾒美術館所蔵 
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原
本
の
要
素
を
最
大
限
に
保
持
す
る
た
め
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
と

理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
ニ
コ
ラ
オ
、
な
ら
び
に
彼
に
西
洋
絵
画
の
技
法
を

教
わ
っ
た
イ
エ
ズ
ス
教
画
派
の
日
本
人
絵
師
た
ち
は
、
当
時
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
最
先
端
の
地
理
知
識
と
世
界
認
識
を
具
現
化
し
た
様
々
な
地

図
を
日
本
の
屏
風
絵
で
表
現
し
た
。
西
洋
の
地
図
で
は
、
世
界
各
地

に
生
活
す
る
人
々
の
多
様
な
相
貌
、
風
俗
、
ま
た
は
服
飾
を
表
す
た

め
に
、
多
数
の
人
物
図
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
図
像
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
航
海
・
探
検
活
動
の
拡
大
に
伴
い
、
数
回
に

わ
た
る
更
新
に
よ
っ
て
、
そ
の
描
写
は
ま
す
ま
す
精
緻
か
つ
的
確
に

な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
と
同
様
に
、
西
洋
製
地
図
を
基
に
制
作
さ
れ

た
屏
風
絵
に
お
い
て
も
、
図
像
の
更
新
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、

日
本
人
と
中
国
人
を
表
す
人
物
図
は
最
も
変
化
が
著
し
く
、
原
図
に

お
け
る
間
違
っ
た
表
現
は
ほ
と
ん
ど
描
き
直
さ
れ
た
が
、
元
の
表
現

を
意
図
的
に
維
持
す
る
部
分
も
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
興
味
深
い
現

象
か
ら
、
初
期
洋
風
画
の
作
者
た
ち
の
南
蛮
趣
味
に
対
す
る
追
求
が

窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

 

お
わ
り
に

　
以
上
、
宮
内
庁
本
『
万
国
絵
図
屏
風
』
に
お
け
る
四
二
区
画
の
人

物
図
に
つ
い
て
、
各
区
画
で
描
か
れ
た
人
物
の
モ
デ
ル
と
図
像
的
 

表 2 
＊R-16 のタイトルに関しては、同じ中国⼈を表す R-20 と区別をつけるため、のちに⽇本で出版された『四⼗⼆国⼈物図説』
や各種の「万国⼈物図」での命名に従い「⼤明」にした。 

〈表 2〉

 

表 2 
＊R-16 のタイトルに関しては、同じ中国⼈を表す R-20 と区別をつけるため、のちに⽇本で出版された『四⼗⼆国⼈物図説』
や各種の「万国⼈物図」での命名に従い「⼤明」にした。 
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源
泉
を
考
察
し
て
き
た
。〈
表
２
〉
は
、
三
好
氏
の
研
究
に
基
づ
き
、

さ
ら
に
本
稿
で
の
分
析
結
果
を
取
り
入
れ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
宮
内
庁
本
の
人
物
図
区
画
は
、
先
行
研
究
の
指
摘
ど
お
り
カ
エ
リ

ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
と
密
接
な
関
連
性
を
有
す
る
一
方
、

ブ
ラ
ウ
一
六
〇
六
年
版
イ
タ
リ
ア
地
図
、
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
七
年

版
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
一
七
州
地
図
、
一
六
〇
七
年
版
ゲ
ル
マ
ニ
ア
地

図
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
一
六
〇
八
年
版
世
界
地
図
な
ど
、
一
七
世
紀
初

期
に
制
作
さ
れ
た
そ
の
他
の
オ
ラ
ン
ダ
製
地
図
も
、
そ
の
図
像
源
と

し
て
参
考
に
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
書
物
、例
え
ば
『
世
界
都
市
図
帳
』
や
『
ボ

ク
サ
ー
写
本
』
な
ど
に
描
か
れ
た
挿
画
も
、
同
屏
風
の
典
拠
に
な
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。

　
一
六
世
紀
末
か
ら
端
を
発
し
た
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
接
触
・

交
流
に
よ
り
、
世
界
各
地
の
多
様
な
民
族
の
相
貌
や
風
俗
を
具
現
化

す
る
人
物
図
は
、
西
洋
地
図
の
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
、「
王
侯

騎
馬
図
」、「
都
市
図
」
な
ど
の
画
題
と
共
に
日
本
画
の
領
域
に
導
入

さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
南
蛮
屏
風
の
代
表
的
な
作
品
と
し
て
、
宮
内

庁
本
は
最
も
多
く
の
人
物
図
を
有
し
て
お
り
、
方
形
の
枠
に
囲
ま
れ

た
区
画
、
人
物
の
背
景
に
あ
る
遠
い
山
並
み
な
ど
、
西
洋
地
図
の
典

型
的
な
構
図
を
踏
襲
し
て
い
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
縦
書

き
の
ひ
ら
が
な
表
記
で
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い
る
香
雪
本
や
の

ち
の
『
万
国
人
物
図
』
と
は
異
な
り
、宮
内
庁
本
の
人
物
図
区
画
は
、

西
洋
地
図
に
お
け
る
人
物
図
の
下
部
に
設
置
さ
れ
る
横
長
の
長
方
形

の
文
字
枠
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
。
ひ
ら
が
な
は
横
書
き
で
き
な

い
た
め
に
空
欄
に
な
っ
て
い
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
西
洋

要
素
と
思
わ
れ
る
デ
ィ
テ
ー
ル
に
対
す
る
意
図
的
な
保
持
は
、
南
蛮

趣
味
に
影
響
さ
れ
た
初
期
洋
風
画
の
一
つ
の
特
徴
と
も
言
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
一
七
世
紀
に
な
る
と
、
次
第
に

ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
六
四
五
年
、
日
本
最
初
の
刻
本

地
図
屏
風
『
世
界
地
図
・
万
国
人
物
図
』
が
出
版
さ
れ
、
こ
の
作
品

は
表
題
通
り
、
地
図
と
人
物
図
の
み
が
残
っ
て
い
る
が
、「
王
侯
騎

馬
図
」
や
「
都
市
図
」
な
ど
は
描
か
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
前
章
で

述
べ
た
東
ア
ジ
ア
三
国
の
人
物
に
対
す
る
描
写
が
よ
り
写
実
的
に
な

り
、「
長
人
」、「
小
人
」
な
ど
想
像
上
の
民
族
も
付
加
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
作
品
を
は
じ
め
、
の
ち
に
制
作
さ
れ
た
同
系
統
の
人

物
図
に
お
い
て
は
、
南
蛮
屏
風
に
用
い
ら
れ
た
西
洋
絵
画
の
技
法
が

東
洋
的
な
鉤
勒
、
渲
染
に
変
更
さ
れ
、
背
景
と
し
て
の
遠
い
山
並
み

の
表
現
も
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
世
界
各
地
の
民
族

を
描
く
人
物
図
は
屏
風
に
止
ま
ら
ず
、
書
籍
、
巻
物
な
い
し
双
六
盤

な
ど
、
多
種
多
様
な
形
で
表
現
さ
れ
、
近
世
を
通
じ
て
日
本
を
風
靡

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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作品名 作者 時代 所蔵館 図版出典

図 1 
『万国絵図屏風』 一七世紀初 宮内庁三ノ丸

尚蔵館
武田恒夫、坂本満編『日本屏風絵集成
（第 15 巻）風俗画：南蛮風俗』、講談社、
一九七九年

図 2

「HABITU CIVIUM ORBIS 
CAYRO（カイロ市民の服
飾）」，W.ブラウ一六〇六 /
〇七年版世界地図

W.Blaeu 一六〇六 /
〇七年

原本逸失 Günter Schilder, Willem Jansz. Blaeu's 
Wall Map of the World, on Mercator's 
Projection, 1606-07 and Its Influence

図 3
「POLONI POLEN（ポー
ラ ン ド 人 ）」，W.ブ ラ ウ
一六〇六/〇七年版世界地図

W.Blaeu 一六〇六 /
〇七年

原本逸失 Günter Schilder, Willem Jansz. Blaeu's 
Wall Map of the World, on Mercator's 
Projection, 1606-07 and Its Influence

図 4
「POLONI（ポーランド人）」，
クラース・ヤンス・フィッ
セル一六一四年版世界地図

Claes Jansz 
Visscher

一六一四年
版

バーデン州立
図書館 

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (Ⅲ) 

図 5

「CAFRES ET INSULAE 
S. LAURENTII INCOLAE
（カフレとS.ローレンティー
島の住人）」，ホンディウス
一六二四年版世界地図（W.ブ
ラウ一六〇五年版世界地図）

Jodocus 
Hondius 
Junior

一六二四年 フランス国立
図書館所蔵 

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (Ⅲ) 

図 6

「PROMONTORII BONAE 
SPEI ET CONGO POPULI
（喜望峰とコンゴの民）」，
ホンディウス一六二四年
版世界地図（W.ブラウ
一六〇五年版世界地図）

Jodocus 
Hondius 
Junior

一六二四年 フランス国立
図書館所蔵 

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (Ⅲ) 

図 7

「MAGELLANICI FRETI 
ACCOLAE（マゼラン海峡
の近くに住む人）」，J.ブラ
ウ一六四五 / 四六年版世界
地図

J.Blaeu 一六四五 /
四六年

ロッテルダム
海洋博物館

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica  (Ⅲ) 

図 8

「FRETI MAGALLANICI 
ACCOLAE（マゼラン海
峡の近くに住む人）」，W.ブ
ラウ一六〇八 / 二八年版ア
メリカ大陸地図

W.Blaeu 一六〇八 /
二六年

アンナ・アマー
リア大公妃図
書館

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (V)

図 9

「ICONES PATAGONVM, 
ad Fretum Magall（ マ ゼ
ラン海峡の近くのパタゴニ
ア人の画像）」，W.ブラウ
一六〇八 /二八年版アメリ
カ大陸地図

W.Blaeu 一六〇八 /
二六年

アンナ・アマー
リア大公妃図
書館

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (V)

図 10

「ARABES ET TURCA」
（アラブ人とトルコ人），
W.ブラウ一六〇六 / 〇七
年版世界地図

W.Blaeu 一六〇六 /
〇七年

原本逸失 Günter Schilder, Willem Jansz. Blaeu's 
Wall Map of the World, on Mercator's 
Projection, 1606-07 and Its Influence

図 11
「ARABES」（アラブ人），
ホンディウス一六〇八年版
世界地図

Jodocus 
Hondius

一六〇八年 オーストラリ
ア国立図書館 

図 12

「 B A N D A E  E T 
M O L U C C A R U M 
INCOLAE/IAVANI」（ バ
ンダとモルッカの住人/ジャ
ワ人），W.ブラウ一六〇六 /
〇七年版世界地図

W.Blaeu 一六〇六 /
〇七年

原本逸失 Günter Schilder, Willem Jansz. Blaeu's 
Wall Map of the World, on Mercator's 
Projection, 1606-07 and Its Influence

図 13

「第二次東インド諸島航海
図」Overview map with the 
route taken by the second 
Voyage（1598-1600）to 
the East Indies（局部）

Cornelis 
Claesz

一六〇〇年
版 

ロッテルダム
海洋博物館

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (VII) 

図 14 P.カエリウス一六〇九年
版世界地図（局部）

P.Kaerius 一六〇九年 フランス国立
図書館

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (VIII)

図 15
「たるたありやの人」，『レパ
ント戦闘図・世界地図屏風』

一七世紀初 香雪美術館 香雪美術館特別展『交流の軌跡 : 初期洋
風画から輸出漆器まで』図録、二〇一九
年

図 16
「CHILENSES（チリ人）」，
ホンディウス一六〇八年版
世界地図

Jodocus 
Hondius

一六〇八年 オーストラリ
ア国立図書館 

図 17
「PERCICUS（ ペ ル シ
ア人）」，ホンディウス
一六〇八年版世界地図

Jodocus 
Hondius

一六〇八年 オーストラリ
ア国立図書館 

使用画像一覧表
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図 18

BELGAE NEERLANDERS
（ベルギーネーデルラン
ド 人 ）」，P.カ エ リ ウ ス
一六〇九年版世界地図
（W.ブラウ一六〇六 /〇七
年版世界地図）

W.Blaeu 一六〇六 /
〇七年

原本逸失 Günter Schilder, Willem Jansz. Blaeu's 
Wall Map of the World, on Mercator's 
Projection, 1606-07 and Its Influence

図 19

「BELGAE（ベルギー人）」，
W.ブラウ一六〇五年版世
界地図に描かれているフラ
マン人

W.Blaeu 一六〇五年
（一六二四年
版）

フランス国立
図書館

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (VIII)

図 20

「HOLLANDI（ ホ ラ ン
ト人）」，P. カエリウス
一六〇七年版ネーデルラン
ド一七州地図

Ｐ .Kaerius 一六〇七年 Tomasz 
Niewodniczań-
ski 
個人蔵

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (VIII)

図 21

W.ブラウ一六〇六年版イ
タリア地図に描かれるヴェ
ネツィア人男女

W.Blaeu 一六〇六年 Tomasz 
Niewodnicza-
ński 
個人蔵

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (IV)

図 22
服飾書『諸国民の服装』に
描かれるパトロンとクルチ
ザンヌ

P.Bertelli 一五九二年 文化学園図書
館

図 23

「GERMANI DUYTSCHEN
（ゲルマンドイツ人）」，P.カ
エリウス一六〇九年版世界
地図（W.ブラウ一六〇六 /
〇七版世界地図）

W.Blaeu 一六〇六 /
〇七年

原本逸失 Günter Schilder, Willem Jansz. Blaeu's 
Wall Map of the World, on Mercator's 
Projection, 1606-07 and Its Influence

図 24

「Germanorum Habitus
（ゲルマン人の服飾）」，
W.ブラウ一六〇九年版ゲ
ルマニア地図

W.Blaeu 一六〇九年 原本逸失 G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (IV)

図 25
「GERMANI（ゲルマン人）」，
P.カエリウス一六〇七年版
ゲルマニア地図

Ｐ .Kaerius 一六〇七年 ライデン大学
図書館

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (VIII)

図 26

P.カエリウス一六〇九年
版世界地図の本体部分に描
かれるフロリダ人とグリー
ンランド人 

Ｐ .Kaerius 一六〇九年 フランス国立
図書館

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (VIII)

図 27

「 F L O R I D A N I  E T 
GROENLANDI（ フ ロ
リダ人とグリーンランド
人）」，J.ブラウ一六四五 /
四六年版世界地図

J.Blaeu 一六四五 /
四六年

ロッテルダム
海洋博物館

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (Ⅲ)

図 28 ①「スペイン人物図」宮内庁本
一七世紀初 宮内庁三ノ丸

尚蔵館
②「スペイン人物図」神戸本 一七世紀初 神戸市立美術

館
③「スペイン人物図」香雪本 一七世紀初 香雪美術館 
④「スペイン人物図」P.カ
エリウス一六〇九年版世界
地図（W.ブラウ一六〇六
/ 〇七年版世界地図）

W.Blaeu 一六〇六 /
〇七年

原本逸失 Günter Schilder, Willem Jansz. Blaeu's 
Wall Map of the World, on Mercator's 
Projection, 1606-07 and Its Influence

図 29
「Hispani（スペイン人）」，
ホンディウス一六〇八年版
世界地図

Jodocus 
Hondius

一六〇八年 オーストラリ
ア国立図書館 

図 30
「SEVILLA（セビリア）」
『世界都市図帳』第四巻

Georg Braun, 
Franz 
Hogenberg

一五八八年 

図 31

「 I N S U L A N I  D E 
LADRONES INSULAE 
CAPUL INDIGENA( ラド
ロネス島とカプール島の原
住民 )」，J.ブラウ一六四五
/四六年版世界地図 

J.Blaeu 一六四五 /
四六年

ロッテルダム
海洋博物館

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (Ⅲ)

図 32

「 I N S V L A E  C A P V L 
Incola. D E LADRONES 
Insulani」( プール島とラ
ドロネス島の原住民 )」， 
W.ブラウ一六〇八 / 二四
年版アジア地図

W.Blaeu 一六〇八 /
二四年

アンナ・アマー
リア大公妃図
書館

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (V)

図 33
『 ボ ク サ ー 写 本（Boxer 
Codex） 』に描かれている
ビサヤ諸島の男性 

一五九〇年
以前 

インディアナ
大学リリー図
書館 
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図 34

「 C H I N E N S E S  E T 
IAPONENSES（中国人と日
本人）」，J.ブラウ一六四五 /
四六年版世界地図

J.Blaeu 一六四五 /
四六年

ロッテルダム
海洋博物館

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (Ⅲ)

図 35
リンスホーテン著『東方案
内記（Itinerario）』に載せ
られている中国人像

Jan Huyghen 
van Linschoten

一五九六年 

図 36
「CHINENSES（中国人）」，
ホンディウス一六〇八年版
世界地図

Jodocus 
Hondius

一六〇八年 オーストラリ
ア国立図書館 

図 37

「CHINENSES（中国人）」，
W.ブラウ一六一七年版ア
ジア地図

W.Blaeu 一六一七年 ライデン博物
館（Museum 
B o e r h a a v e , 
Leiden）

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (VI)

図 38
「CHINENSES（中国人）」，
ホンディウス・ジュニア
一六一九年版アジア地図

Jodocus 
Hondius 
Junior

一六一九年 個人蔵
formerly Stopp 
Collection

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (VI)

図 39
「CHINENSES（中国人）」，
W.ブラウ一六〇八 / 二四
年版アジア地図

W.Blaeu 一六〇八 /
二四年

アンナ・アマー
リア大公妃図
書館

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (V)

図 40『琵琶記』挿画（局部） 一五九七年 万暦二十五年汪光華玩虎軒刊本

図 41
『元曲選』挿画（局部） 一六世紀末

〜一七世紀
初

『中国古代版画叢刊二編』上海古籍出版
社、一九九四年

図 42『唐太宗・花鳥山水』（局部）小田野直武 一八世紀 秋田県立近代
美術館

図 43『卓文君図』（局部） 司馬江漢 一八世紀 帰空庵コレク
ション 

図 44『南蛮屏風』（局部） 一六世紀末 大阪城天守閣

図 45『明皇撃球図卷』（局部） 作者不詳
（一説：李公麟）

宋時代 遼寧省博物館

図 46『蕙園風俗図』（局部） 申潤福 一八世紀末 澗松美術館
図 47『朝鮮通信使歓待図』（局部）狩野益信 一七世紀 泉涌寺

図 48
「CHINENSES（中国人）」, 
フィッセル一六一四年版世
界地図

Claes Jansz 
Visscher

一六一四年 バーデン州立
図書館

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (Ⅲ)

図 49『万国人物図』(局部 ) 一六四五年 神戸市立博物
館

　

図 50『四十二国人物図説』：「朝鮮」
西川如見 一七二〇年 早稲田大学図

書館

図 51
「IAPONES（ 日 本 人 ）」，
W.ブラウ一六〇八 / 二四
年版アジア地図

W.Blaeu 一六〇八 /
二四年

アンナ・アマー
リア大公妃図
書館

G ü n t e r  S c h i l d e r ,  M o n u m e n t a 
Cartographica Neerlandica (V)

図 52『唐船・南蛮船屏風』(局部 ) 一七世紀 九州国立博物
館

図 53『マリア十五玄義図』(局部) 一七世紀初 京都大学総合
博物館

図 54『男女遊楽図屏風』(局部 ) 江戸時代前
期

細見美術館

図 55
『元和大殉教図』(局部 ) 一六〜一七

世紀
ローマ　イル・
ジェスー聖堂

坂本満ほか著『原色日本の美術 〈25〉：
南蛮美術と洋風画』、小学館、一九七〇
年
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註（１
）  
屏
風
の
製
作
時
代
に
関
す
る
論
考
は
、Gü nter Schilder, “W

illem
 

Jansz. B
laeu's W

all M
ap of the W

orld, on M
ercator's 

Projection, 1606-07 and Its Influence.” Im
ago M

undi , 
V

ol. 31, 1979, pp. 36-54

、
勝
盛
典
子「『
レ
パ
ン
ト
戦
閥
図
世
界

地
図
屏
風
』
と
司
馬
江
漢
筆『
異
国
風
物
図
絵
屏
風
』：
船
載
銅
版
画

を
典
拠
と
す
る
二
つ
の
作
品
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
之
島
香
雪
美
術
館
編

『
交
流
の
軌
跡
：
初
期
洋
風
画
か
ら
輸
出
漆
器
ま
で
』、
二
〇
一
九
年
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
２
）Joseph

 F
. L

oh
, W

h
en

 W
orld

s C
ollid

e—
A

rt, 
C

artography, and Japanese N
anban W

orld M
ap Screens , 

C
olum

bia U
niversity PhD

 D
issertation, 2013, p. 26.

（
3
）
三
好
唯
義「
Ｐ
・
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
を
め
ぐ
っ

て
」（『
神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
一
三
号
、
一
九
九
七
年
）、

第
二
五
頁
。

（
4
）
前
掲
注
１
勝
盛
典
子
論
文
、
第
七
頁
。

（
5
）
宮
内
庁
本
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
製
屏
風
は
、
四
二
区
画
の
人
物

図
を
有
し
て
い
る
が
、
Ｐ
・
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
、

並
び
に
そ
の
原
本
と
な
る
Ｗ
・
ブ
ラ
ウ
一
六
〇
七
年
版
世
界
地
図
に

お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
三
〇
区
画
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
。

（
6
）
前
掲
注
３
三
好
論
文
、
第
一
六
頁
。

（
7
）
前
掲
注
１ Schilder

論
考
、
第
三
六
頁
。

（
8
）「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｐ
・
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年

版
世
界
地
図
は
Ｗ
・
ブ
ラ
ウ
一
六
〇
七
年
版
世
界
地
図
の
改
訂
版
で

あ
り
、
前
者
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
図
区
画
は
後
者
の
そ
れ
を
そ
の

ま
ま
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｐ
・

カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
、
Ｗ
・
ブ
ラ
ウ
一
六
〇
七
年

版
世
界
地
図
、
そ
し
て
後
に
刊
行
さ
れ
た
Ｊ
・
ブ
ラ
ウ
一
六
四
五
／

四
六
年
版
世
界
地
図
に
あ
る
人
物
図
区
画
は
、
す
べ
て
同
じ
も
の
な

の
で
あ
る
。

（
9
）
ク
ラ
ー
ス
・
ヤ
ン
ス
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
は
ブ
ラ
ウ
一
六
〇
五
年
版
世

界
地
図
に
お
け
る
人
物
図
の
板
面
の
制
作
者
で
あ
る
。
こ
の
板
面

は
、
後
に
出
版
さ
れ
た
ブ
ラ
ウ
一
六
〇
六
／
〇
七
年
版
世
界
地
図
、

カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
世
界
地
図
の
参
考
と
な
り
、
そ
し
て

フ
ィ
ッ
セ
ル
自
身
が
刊
行
し
た
世
界
地
図
に
お
い
て
も
、
三
〇
枚

の
原
図
の
う
ち
二
九
枚
が
そ
の
ま
ま
転
用
さ
れ
て
い
る
。(G

ünter 
Schilder, M

onum
enta C

artographica N
eerlandica Vol.III , 

U
itgeverm

aatschappij C
analetto, p. 161

を
参
照)

（
10
）
前
掲
注
１ Schilder

論
考
、
第
五
六
頁
。

（
11
）E

lizabeth H
ill B

oone, “Seeking Indianness: C
hristoph 

W
eiditz, the A

ztecs, and feathered A
m

erindians”, 
C

olonial Latin A
m

erican R
eview

, 26:1, (2017), p.40

を
参

考
。

（
12
）G

eorge B
ryan Souza; Jeffrey Scott Turley, The B

oxer 
C

odex: transcription and translation of an illustrated 
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